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目　次脱穀体験　10月15日
　　小５年生が秋晴れのこの日、９月30日に稲刈

りをした学校田の稲を脱穀しました。

編

　集

　後

　記

　
近
年
、
気
象
の
変
化
に
伴
い

各
地
で
は
台
風
に
よ
り
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
村
で
は
大
き
な
被
害
も
な

く
秋
の
実
り
多
い
収
穫
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
よ
り
消
費
税
10
％

へ
増
税
さ
れ
る
と
と
も
に
軽
減

税
率
が
導
入
さ
れ
、
８
％
と

10
％
の
税
率
の
も
の
が
あ
り
、

消
費
者
に
は
混
乱
を
招
い
て
い

ま
す
。

　
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
各
店

舗
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
費
者
へ
の
５
％
ポ

イ
ン
ト
還
元
、
支
払
方
法
に
よ

り
還
元
率
や
還
元
方
法
が
異
な

る
な
ど
、
消
費
者
に
一
層
の
戸

惑
い
を
感
じ
さ
せ
る
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
一
番

合
っ
た
決
済
方
法
を
見
極
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
広
瀬
の
ひ
げ
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：柿﨑裕二

委　　員：吉田　勉

委　　員：川﨑憲二

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報、広聴広報の誌

面作りを目指し、ご意

見、ご要望をお待ちし

ております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

■ 第３回定例会（平成30年度決算報告）・・P 2

■ 決算特別委員会審議から・・・・・・・P 4

■ 補正予算　９月議会で何が決まったの・・P 5

■ 一目でわかる審議結果 ･・・・・・・・P 6

■ ５議員の一般質問（あなたの声を村政に）・・P 7

■ 追跡あれから・・・・・・・・・・・・P16

　
老
朽
化
に
よ
り
タ
イ
ル
等
が
は
が
れ
落
ち
る
な

ど
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、
村
中
央
公
民
館
の
玄
関

の
外
壁
等
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀◀◀ 傍聴をお待ちしています ▶▶▶

　村政の主役は、村民のみなさんです。議会だよりでは、ス
ペースの都合上、要約してありますので、村の今とこれからを
よく知るには臨場感のある傍聴がイチバン！
　12月定例会は、12／10開会予定です。役場２階でお待ちして
います。

●９月24日（火）
●東京都シェーンバッハ・サボー

■出席　議会広報編集委員会４名
　全国の町村議会議員を対象に開かれ、「読者目線
で親切な広報誌を作るには」「情報をわかりやすく
伝える」と題した研修を受けました。「昨日転入し
てきた人が最後まで読み進められる議会広報を作
る」を目標に誌面作りに努めます。

平成31年度当初予算で可決になりました。

　田
村
中
央
公
民
館

改
修
工
事２

６
８
万
円

追跡 あれから・・・

ト ピ ッ ク ス
日々の議員の活動をご紹介します。

町村議会広報研修会
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公債費
1億7,496万円　7.9％

消防費
2億7,410万円

12.4％

消防費
2億7,410万円

12.4％
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22％
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2.3％

国・県支出金
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13％

国・県支出金
2億9,561万円

13％

地方交付税
12億3,855万円　54.4％

地方交付税
12億3,855万円　54.4％

村税
2億6,829万円　11.8％

村税
2億6,829万円　11.8％

その他　9,016万円　3.9％その他　9,016万円　3.9％

村債（借金）
2億5,227万円

11.1％

村債（借金）
2億5,227万円

11.1％

黒字決算や基準を下回っていれば適正である。

比　率　名 平成30年度 早期健全化基準

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

１５.０％

２０.０％

２５.０％

３５０.０％

黒字のためなし

黒字のためなし

１.９％

負担額なし

平成30年度決算　
財政健全化審査「いずれも適正」
財政の健全化は安定しているもの
と判定。（監査委員）

代表監査委員　武井昭夫　監査委員　森　弘美
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4％

諸収入など
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繰入金
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繰入金
3,990万円

1.8％

土木費
1億4,050万円　6.3％

土木費
1億4,050万円　6.3％

平成30年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算及び歳計剰余金

会　　計　　名 歳入総額

22億7,699万円

2,200万円

4億5,652万円

1億286万円

4億8,544万円

412円

8,882万円

歳出総額

22億1,418万円

2,198万円

4億5,282万円

1億117万円

4億8,499万円

0円

8,876万円

歳計剰余金

6,281万円

2万円

371万円

169万円

45万円

412円

6万円

一 般 会 計

学校給食センター特別会計

国民健康保険特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

宅地造成事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

決 算 審 査 意 見

　村長より提出された決算書等の内容及び計数に
ついて審査したところ、法令による様式に従って
作成され、計数的に正確で内容も正当なものであ
ると認定した。
　予算執行についてはおおむね適正であると認め
られるが、村税や国民健康保険税、介護保険料、
水道料金、住宅使用料など全般的に収納率の低
迷、収入未済額の増加傾向にあることから、引き
続き滞納額解消に努力してもらいたい。
　徴収委託のみならず村の全庁体制をとるなど対
策が必要である。
　時効を完成させることなく、必要に応じて時効
中断措置、執行停止措置など債権管理事務の適正
化を図るよう徴収努力してもらいたい。

本局はふるさと総合センターへ移りました

ふるさと総合センターに設置されています 玉松スポーツガーデンの整備をします

温泉の腐食したポンプ等改修しました 以前より省エネタイプの冷蔵庫に更新されました

毎戸に配布されました 各種イベントに登場しています

令和元年第３回定例会

22億1,418万円は
　　　どう生かされたか

平成30年度こんな事業に使われました

　第３回定例会が、９月３日から６日までの４日間の会期で開催されました。

　今定例会では平成30年度一般会計歳入歳出決算、補正予算案、人事案件など21件

を審議し、全案件を承認、可決しました。

平成30年度一般会計

決 算

新デジタル防災行政無線整備工事

ウッドベンチセット購入 スポーツトラクター購入

ふれあいセンターポンプ設備等改修工事

4,016
万円

トマト選果場冷却設備更新工事

　田村
防災ハザードマップ作成

よもっとくん
着ぐるみ制作

8 4
万円

8 5 3
万円

2 1 1
万円

1 0 9
万円

4 2 9
万円

1億9,580
万円
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 議会だより 議会だより 
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●
村
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
用
記
念
品
購
入
費
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
49
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

費
　
　
　
　
　
　
３
９
７
万
円 

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
　

　
　
　
　
　
　
１
０
８
２
万
円

●
村
の
防
災
重
点
た
め
池
17
カ

所
の
う
ち
８
カ
所
分
の
浸
水
想

定
区
域
図
作
成
業
務
委
託
料
、

重
点
た
め
池
17
カ
所
を
記
載
し

た
た
め
池
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
７
１
４
万
円

●
村
道
７―

３―

２
号
線
道
路

工
事
、
村
道
７―

３―

８
号
線

道
路
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
１
１
５
１
万
円

●
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
光

熱
水
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

（
小
鹿
議
員
）
長
寿

命
化
の
事
業
が
や
れ

る
よ
う
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
せ
っ
か
く
交
付
金
を
も
ら

う
の
で
、
い
ろ
ん
な
難
し
い
条

件
が
つ
か
な
け
れ
ば
い
い
な
と

考
え
て
い
る
。
行
政
で
も
、
皆

が
あ
る
程
度
や
れ
る
よ
う
に
配

慮
願
い
た
い
が
ど
う
か
。

（
髙
田
産
業
振
興
課

長
）
長
寿
命
化
分
は
、

水
路
、
た
め
池
、
水
門
な
ど
の

修
繕
を
行
う
も
の
で
、
国
・
県

の
制
度
に
の
っ
と
っ
て
や
る
。
説

明
会
を
開
く
の
で
そ
れ
に
よ
っ

て
施
工
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
小
鹿
議
員
）
事
業

主

体

は

ど

こ

な

の

か
、
実
施
の
時
期
を
い
つ
予
定

し
て
い
る
の
か
。

（
高
田
健
康
福
祉
課

長
）
非
課
税
対
象
者

に
対
す
る
申
請
書
の
発
送
は
８

月
の
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
。

蓬
田
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
等
の
販
売

業
務
を
蓬
田
村
商
工
会
が
担
う

予
定
で
あ
る
。

て
い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で

は
特
に
計
画
は
し
て
い
な
い
。

（
坂
本
委
員
）
父
兄

の
間
で
は
ぜ
ひ
エ
ア

コ
ン
が
欲
し
い
と
話
を
し
て
い

る
そ
う
だ
。
年
々
暑
く
な
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
検
討
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
何

ら
か
の
方
法
で
父
兄
か
ら
要
望

を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

（
教
育
課
長
）
今
、

各
教
室
に
は
大
型
の

扇
風
機
を
設
置
し
て
い
る
。
今

後
学
校
か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

（
坂
本
委
員
）
扇
風

機
よ
り
も
エ
ア
コ
ン

が
絶
対
涼
し
く
て
い
い
。
扇
風

機
は
音
が
う
る
さ
い
し
、
勉
強

に
集
中
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
は
必

要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
課
長
）
い
ろ

い
ろ
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
徐
々
に
進
め
て
き
た
。
場
所

に
よ
っ
て
堆
積
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
り
立
木
が
多
か
っ
た
り
す

る
の
で
距
離
は
や
は
り
変
わ
る
。

（
久
慈
委
員
）
村
内

に
は
河
川
が
幾
つ
も

あ
る
の
で
、
ほ
か
の
川
も
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
の
整

備
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
瀬
辺

地
川
、
小
川
平
川
の

下
流
部
分
の
堆
積
に
つ
い
て
は

県
に
要
望
し
て
い
る
。
村
で
は
、

今
、
蓬
田
川
と
中
沢
川
が
堆
積

が
多
い
の
で
、
そ
こ
か
ら
し
ゅ

ん
せ
つ
整
理
、
河
床
整
理
と
手

を
つ
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
小
鹿
委
員
）
主
に

補
償
の
対
象
に
な
っ

た
の
は
何
か
。

（
建
設
課
長
）
田
ん

ぼ
な
ど
に
飛
散
し
た

砂
利
の
石
拾
い
が
６
件
、
側
溝

の
破
損
、
舗
装
の
破
損
、
歩
車

道
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
、
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
破
損
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
破
損
な
ど
で
14
件
で
あ
る
。

（
久
慈
委
員
）
破
損

補
償
費
を
な
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

考
え
て
は
ど
う
か
。
無
駄
な
費

用
を
な
く
す
た
め
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
除
雪

隊
が
決
定
し
た
ら
、

昨
年
度
舗
装
し
た
箇
所
を
隊
員

に
説
明
し
、
注
意
し
て
も
ら
っ

て
破
損
を
な
く
す
よ
う
に
努
力

す
る
。

（
坂
本
委
員
）
最
近
、

温
暖
化
の
影
響
か
、

夏
場
は
す
ご
く
暑
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
小
中
学
校
に
も

今
後
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
ぜ

ひ
必
要
だ
。
計
画
は
あ
る
か
。

（
木
村
教
育
課
長
）

今
年
度
、
学
校
関
係
者

と
話
し
た
が
、
特
に
要
望
は
来

(

木
村
委
員
）
監
査
委

員
か
ら
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
時
効
の
中
断
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

(

川
﨑
税
務
課
長)

５

年
経
過
す
る
と
時
効

と
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
時
効
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

現
年
分
の
課
税
の
徴
収
を
中
心

と
し
て
、
滞
納
繰
り
越
し
に

な
っ
た
分
を
そ
の
後
徴
収
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
滞
納

整
理
機
構
や
県
税
事
務
所
の
応

援
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

（
木
村
委
員
）
５
年

た
て
ば
今
ま
で
の
滞

納
分
は
払
わ
な
く
て
も
い
い
と

住
民
が
考
え
れ
ば
、
大
変
な
事

態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

（
税
務
課
長
）
預
金

の
調
査
な
ど
も
行
っ

て
い
る
が
、
借
金
に
先
に
充
て

ら
れ
る
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
納
税
相
談
を
や
り

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
時
効
で

不
納
欠
損
の
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

（
吉
田
委
員
）
審
議

委
員
会
に
つ
い
て
説

明
し
て
ほ
し
い
。

（
小
松
総
務
課
長
）

委
員
は
４
名
で
内
訳

は
、
一
般
の
方
が
３
名
、
税
理

士
資
格
を
持
っ
た
方
が
１
名
で

あ
る
。
年
明
け
１
月
か
２
月
頃

の
年
１
回
開
催
で
補
助
金
の
審

査
を
し
て
い
る
。

（
吉
田
委
員
）
代
表

監
査
委
員
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
補
助
金
の

事
業
目
的
に
沿
っ
た
補
助
効
果

が
達
成
さ
れ
た
か
否
か
、
安
易

に
継
続
す
る
こ
と
な
く
見
直
し

を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
年

１
回
で
は
検
証
が
で
き
な
い
と

思
う
が
、
代
表
監
査
委
員
の
意

見
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
。

（
総
務
課
長
）
年
１

回
で
も
、
前
年
度
の

お
さ
ら
い
を
し
て
か
ら
新
年
度

の
補
助
金
の
審
査
を
し
て
お

り
、
決
算
等
を
見
な
い
と
新
し

い
補
助
金
の
金
額
が
決
め
ら
れ

な
い
の
で
時
期
的
に
は
そ
の
頃

に
な
る
。
十
分
審
査
を
し
て
、

ま
た
、
経
過
を
見
て
い
ろ
い
ろ

意
見
も
出
て
い
る
の
で
、
成
果

は
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
木
村
委
員
）
工
事

を
や
る
距
離
が
短
い
。

令
和
元
年
度
は
、
50
ｍ
ほ
ど
し

か
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
平
成
30
年
度
は
１
０
０

ｍ
ぐ
ら
い
進
ん
だ
の
か
な
と

思
っ
て
い
た
が
、
農
地
を
通
っ

て
い
る
間
も
上
流
２
㎞
ち
ょ
っ

と
あ
り
、
１
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
ず

つ
で
は
何
年
か
か
る
か
わ
か
ら

な
い
。
も
う
少
し
距
離
を
延
ば

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

（
稲
葉
建
設
課
長
）

蓬
田
川
の
河
床
整
理

は
、
当
初
か
ら
予
算
１
０
０
万
円

　
一
般
会
計
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
基
金
が
今
、
村
で
は
あ
る
。

合
併
が
騒
が
れ
て
い
た
当
時
は

赤
字
財
政
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
20
億
円

近
い
基
金
が
た
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
の
お
金
を
ぜ
ひ

国
保
税
の
引
き
下
げ
な
ど
に
充

て
る
べ
き
だ
と
私
は
思
う
。
ま

た
、
よ
も
ぎ
た
ア
シ
ス
ト
株
式

会
社
に
つ
い
て
も
、
６
０
０
万

円
助
成
を
す
る
。
さ
ら
に
は
、

指
定
管
理
委
託
料
を
ど
ん
ど
ん

赤
字
の
分
を
補
填
す
る
た
め
に

つ
ぎ
込
む
。
や
は
り
健
全
な
経

営
で
は
な
い
、
改
善
し
な
い
の

で
、
以
前
反
対
を
し
た
こ
と
か

ら
、
決
算
に
対
し
て
も
賛
成
で

き
な
い
。

貯めた基
金を国保
税の引き下げなどに充
てるべき
　　　　　坂本　　豊

予算総額会　　計　　名 補正金額
21億793万円

2,308万円
4億7,761万円

9,227万円
4億9,455万円

674万円
8,413万円

3,507万円
2万円
3万円
20万円
680万円

2万円
7万円

一 般 会 計
学校給食センター特別会計
国民健康保険特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
介護保険事業特別会計
宅地造成事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

反 対 討 論

自動車管理費
消耗品費
31万円

コミバス
修繕料
35万円

スクールバス
夏タイヤ４本購入

コミバスの
マフラー修理代

令和元年度

補正予算
９月議会で何が決まったの

主な事業をピックアップ

決算特別委員会の審議から
決算特別委員会委員長

（柿﨑裕二委員）

主
な
予
算
項
目

村
税
の
不
納
欠
損

村
補
助
金
等
審
議
委
員
会

除
排
雪
構
造
物
破
損
補
償
費

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

質

　疑

　田
川
の
河
床
整
理
工
事

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



●
村
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
用
記
念
品
購
入
費
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
49
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

費
　
　
　
　
　
　
３
９
７
万
円 

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
　

　
　
　
　
　
　
１
０
８
２
万
円

●
村
の
防
災
重
点
た
め
池
17
カ

所
の
う
ち
８
カ
所
分
の
浸
水
想

定
区
域
図
作
成
業
務
委
託
料
、

重
点
た
め
池
17
カ
所
を
記
載
し

た
た
め
池
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
７
１
４
万
円

●
村
道
７―

３―

２
号
線
道
路

工
事
、
村
道
７―

３―

８
号
線

道
路
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
１
１
５
１
万
円

●
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
光

熱
水
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

（
小
鹿
議
員
）
長
寿

命
化
の
事
業
が
や
れ

る
よ
う
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
せ
っ
か
く
交
付
金
を
も
ら

う
の
で
、
い
ろ
ん
な
難
し
い
条

件
が
つ
か
な
け
れ
ば
い
い
な
と

考
え
て
い
る
。
行
政
で
も
、
皆

が
あ
る
程
度
や
れ
る
よ
う
に
配

慮
願
い
た
い
が
ど
う
か
。

（
髙
田
産
業
振
興
課

長
）
長
寿
命
化
分
は
、

水
路
、
た
め
池
、
水
門
な
ど
の

修
繕
を
行
う
も
の
で
、
国
・
県

の
制
度
に
の
っ
と
っ
て
や
る
。
説

明
会
を
開
く
の
で
そ
れ
に
よ
っ

て
施
工
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
小
鹿
議
員
）
事
業

主

体

は

ど

こ

な

の

か
、
実
施
の
時
期
を
い
つ
予
定

し
て
い
る
の
か
。

（
高
田
健
康
福
祉
課

長
）
非
課
税
対
象
者

に
対
す
る
申
請
書
の
発
送
は
８

月
の
上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
。

蓬
田
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
等
の
販
売

業
務
を
蓬
田
村
商
工
会
が
担
う

予
定
で
あ
る
。

て
い
な
い
の
で
、
今
の
段
階
で

は
特
に
計
画
は
し
て
い
な
い
。

（
坂
本
委
員
）
父
兄

の
間
で
は
ぜ
ひ
エ
ア

コ
ン
が
欲
し
い
と
話
を
し
て
い

る
そ
う
だ
。
年
々
暑
く
な
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
検
討
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
何

ら
か
の
方
法
で
父
兄
か
ら
要
望

を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

（
教
育
課
長
）
今
、

各
教
室
に
は
大
型
の

扇
風
機
を
設
置
し
て
い
る
。
今

後
学
校
か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

（
坂
本
委
員
）
扇
風

機
よ
り
も
エ
ア
コ
ン

が
絶
対
涼
し
く
て
い
い
。
扇
風

機
は
音
が
う
る
さ
い
し
、
勉
強

に
集
中
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
は
必

要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
課
長
）
い
ろ

い
ろ
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

で
徐
々
に
進
め
て
き
た
。
場
所

に
よ
っ
て
堆
積
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
り
立
木
が
多
か
っ
た
り
す

る
の
で
距
離
は
や
は
り
変
わ
る
。

（
久
慈
委
員
）
村
内

に
は
河
川
が
幾
つ
も

あ
る
の
で
、
ほ
か
の
川
も
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。
今
後
の
整

備
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
瀬
辺

地
川
、
小
川
平
川
の

下
流
部
分
の
堆
積
に
つ
い
て
は

県
に
要
望
し
て
い
る
。
村
で
は
、

今
、
蓬
田
川
と
中
沢
川
が
堆
積

が
多
い
の
で
、
そ
こ
か
ら
し
ゅ

ん
せ
つ
整
理
、
河
床
整
理
と
手

を
つ
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
小
鹿
委
員
）
主
に

補
償
の
対
象
に
な
っ

た
の
は
何
か
。

（
建
設
課
長
）
田
ん

ぼ
な
ど
に
飛
散
し
た

砂
利
の
石
拾
い
が
６
件
、
側
溝

の
破
損
、
舗
装
の
破
損
、
歩
車

道
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
、
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
破
損
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
破
損
な
ど
で
14
件
で
あ
る
。

（
久
慈
委
員
）
破
損

補
償
費
を
な
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

考
え
て
は
ど
う
か
。
無
駄
な
費

用
を
な
く
す
た
め
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
除
雪

隊
が
決
定
し
た
ら
、

昨
年
度
舗
装
し
た
箇
所
を
隊
員

に
説
明
し
、
注
意
し
て
も
ら
っ

て
破
損
を
な
く
す
よ
う
に
努
力

す
る
。

（
坂
本
委
員
）
最
近
、

温
暖
化
の
影
響
か
、

夏
場
は
す
ご
く
暑
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
小
中
学
校
に
も

今
後
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
ぜ

ひ
必
要
だ
。
計
画
は
あ
る
か
。

（
木
村
教
育
課
長
）

今
年
度
、
学
校
関
係
者

と
話
し
た
が
、
特
に
要
望
は
来

(

木
村
委
員
）
監
査
委

員
か
ら
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
時
効
の
中
断
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

(

川
﨑
税
務
課
長)

５

年
経
過
す
る
と
時
効

と
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
時
効
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

現
年
分
の
課
税
の
徴
収
を
中
心

と
し
て
、
滞
納
繰
り
越
し
に

な
っ
た
分
を
そ
の
後
徴
収
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
滞
納

整
理
機
構
や
県
税
事
務
所
の
応

援
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

（
木
村
委
員
）
５
年

た
て
ば
今
ま
で
の
滞

納
分
は
払
わ
な
く
て
も
い
い
と

住
民
が
考
え
れ
ば
、
大
変
な
事

態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
。
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

（
税
務
課
長
）
預
金

の
調
査
な
ど
も
行
っ

て
い
る
が
、
借
金
に
先
に
充
て

ら
れ
る
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
納
税
相
談
を
や
り

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
時
効
で

不
納
欠
損
の
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

（
吉
田
委
員
）
審
議

委
員
会
に
つ
い
て
説

明
し
て
ほ
し
い
。

（
小
松
総
務
課
長
）

委
員
は
４
名
で
内
訳

は
、
一
般
の
方
が
３
名
、
税
理

士
資
格
を
持
っ
た
方
が
１
名
で

あ
る
。
年
明
け
１
月
か
２
月
頃

の
年
１
回
開
催
で
補
助
金
の
審

査
を
し
て
い
る
。

（
吉
田
委
員
）
代
表

監
査
委
員
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
補
助
金
の

事
業
目
的
に
沿
っ
た
補
助
効
果

が
達
成
さ
れ
た
か
否
か
、
安
易

に
継
続
す
る
こ
と
な
く
見
直
し

を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
年

１
回
で
は
検
証
が
で
き
な
い
と

思
う
が
、
代
表
監
査
委
員
の
意

見
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
。

（
総
務
課
長
）
年
１

回
で
も
、
前
年
度
の

お
さ
ら
い
を
し
て
か
ら
新
年
度

の
補
助
金
の
審
査
を
し
て
お

り
、
決
算
等
を
見
な
い
と
新
し

い
補
助
金
の
金
額
が
決
め
ら
れ

な
い
の
で
時
期
的
に
は
そ
の
頃

に
な
る
。
十
分
審
査
を
し
て
、

ま
た
、
経
過
を
見
て
い
ろ
い
ろ

意
見
も
出
て
い
る
の
で
、
成
果

は
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
木
村
委
員
）
工
事

を
や
る
距
離
が
短
い
。

令
和
元
年
度
は
、
50
ｍ
ほ
ど
し

か
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
平
成
30
年
度
は
１
０
０

ｍ
ぐ
ら
い
進
ん
だ
の
か
な
と

思
っ
て
い
た
が
、
農
地
を
通
っ

て
い
る
間
も
上
流
２
㎞
ち
ょ
っ

と
あ
り
、
１
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
ず

つ
で
は
何
年
か
か
る
か
わ
か
ら

な
い
。
も
う
少
し
距
離
を
延
ば

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

（
稲
葉
建
設
課
長
）

蓬
田
川
の
河
床
整
理

は
、
当
初
か
ら
予
算
１
０
０
万
円

　
一
般
会
計
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
基
金
が
今
、
村
で
は
あ
る
。

合
併
が
騒
が
れ
て
い
た
当
時
は

赤
字
財
政
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
20
億
円

近
い
基
金
が
た
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
の
お
金
を
ぜ
ひ

国
保
税
の
引
き
下
げ
な
ど
に
充

て
る
べ
き
だ
と
私
は
思
う
。
ま

た
、
よ
も
ぎ
た
ア
シ
ス
ト
株
式

会
社
に
つ
い
て
も
、
６
０
０
万

円
助
成
を
す
る
。
さ
ら
に
は
、

指
定
管
理
委
託
料
を
ど
ん
ど
ん

赤
字
の
分
を
補
填
す
る
た
め
に

つ
ぎ
込
む
。
や
は
り
健
全
な
経

営
で
は
な
い
、
改
善
し
な
い
の

で
、
以
前
反
対
を
し
た
こ
と
か

ら
、
決
算
に
対
し
て
も
賛
成
で

き
な
い
。

貯めた基
金を国保
税の引き下げなどに充
てるべき
　　　　　坂本　　豊

予算総額会　　計　　名 補正金額
21億793万円

2,308万円
4億7,761万円

9,227万円
4億9,455万円

674万円
8,413万円

3,507万円
2万円
3万円

20万円
680万円

2万円
7万円

一 般 会 計
学校給食センター特別会計
国民健康保険特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
介護保険事業特別会計
宅地造成事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

（
千
円
単
位
四
捨
五
入
）

反 対 討 論

自動車管理費
消耗品費
31万円

コミバス
修繕料
35万円

スクールバス
夏タイヤ４本購入

コミバスの
マフラー修理代

令和元年度

補正予算
９月議会で何が決まったの

主な事業をピックアップ

決算特別委員会の審議から
決算特別委員会委員長

（柿﨑裕二委員）

主
な
予
算
項
目

村
税
の
不
納
欠
損

村
補
助
金
等
審
議
委
員
会

除
排
雪
構
造
物
破
損
補
償
費

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

質

　疑

　田
川
の
河
床
整
理
工
事

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



■
蓬
田
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
印
鑑
登
録
原
票
に
登
録
す
る

事
項
に
旧
氏
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
等
の
改
正

■
蓬
田
村
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

伴
う
改
正

■
蓬
田
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
３
歳
児
以
上
の
利
用
料
、
食

事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
、
低
所
得
者
及
び
第
３
子
以

降
の
副
食
費
を
免
除
等
の
改
正

■
蓬
田
村
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
６
　
反
対
１
）

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
越
田
茂
弘
氏
（
瀬
辺
地
）

同
意
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

■
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、
国

会
が
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願

　
　
　
　
（
坂
本
豊
議
員
）

採
択
（
賛
成
６
　
反
対
１
）

■
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書

可
決
（
賛
成
６
　
反
対
１
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

請願

議案

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

採択

可決

７：０

７：０

７：０

６：１

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

６：１

６：１

蓬田村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

蓬田村災害対策本部条例の一部改正

蓬田村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正

蓬田村簡易水道事業給水条例の一部改正

蓬田村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを

求める請願

日本政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書

蓬田村一般会計歳入歳出決算

蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算

蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

蓬田村一般会計補正予算（第２号）

蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

賛成：反対名　　　　　称 結果

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

あなたの声を村政に
　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもと

に、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問につき、３回

までです。

答弁する髙田産業振興課長（左）　質問する久慈省悟議員（右）

１．学校給食の無償化について
２．除雪車両車庫建設について
３．農業者支援について
４．消防団員の報酬引き上げについて

坂本　豊12～13

柿﨑裕二　10 １．広瀬地区村道７－３－８号線の整備の必要性について

小鹿重一8～ 9
１．転作作物ソバの産地交付金について
２．除雪車と列車の衝突事故の訴訟について

川﨑憲二14～15
１．道路の拡幅について
２．基幹作物及び施設運営の今後について

久慈省悟　11
１．障害者のリハビリについて
２．瀬辺地天満宮ののり面の崩落について

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

一目でわかる審議結果〈９月定例会〉

条

例

改

正
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意
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書

人

事

案
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定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果
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■
蓬
田
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
印
鑑
登
録
原
票
に
登
録
す
る

事
項
に
旧
氏
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
等
の
改
正

■
蓬
田
村
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

伴
う
改
正

■
蓬
田
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
３
歳
児
以
上
の
利
用
料
、
食

事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
、
低
所
得
者
及
び
第
３
子
以

降
の
副
食
費
を
免
除
等
の
改
正

■
蓬
田
村
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
６
　
反
対
１
）

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
越
田
茂
弘
氏
（
瀬
辺
地
）

同
意
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

■
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、
国

会
が
批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願

　
　
　
　
（
坂
本
豊
議
員
）

採
択
（
賛
成
６
　
反
対
１
）

■
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
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め
る
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可
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賛
成
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１
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

請願

議案

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

採択

可決

７：０

７：０

７：０

６：１

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

６：１

６：１

蓬田村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

蓬田村災害対策本部条例の一部改正

蓬田村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正

蓬田村簡易水道事業給水条例の一部改正

蓬田村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准することを

求める請願

日本政府に核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書

蓬田村一般会計歳入歳出決算

蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算

蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

蓬田村一般会計補正予算（第２号）

蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

賛成：反対名　　　　　称 結果

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

あなたの声を村政に
　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の考え方をもと

に、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問につき、３回

までです。

答弁する髙田産業振興課長（左）　質問する久慈省悟議員（右）

１．学校給食の無償化について
２．除雪車両車庫建設について
３．農業者支援について
４．消防団員の報酬引き上げについて

坂本　豊12～13

柿﨑裕二　10 １．広瀬地区村道７－３－８号線の整備の必要性について

小鹿重一8～ 9
１．転作作物ソバの産地交付金について
２．除雪車と列車の衝突事故の訴訟について

川﨑憲二14～15
１．道路の拡幅について
２．基幹作物及び施設運営の今後について

久慈省悟　11
１．障害者のリハビリについて
２．瀬辺地天満宮ののり面の崩落について

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

一目でわかる審議結果〈９月定例会〉
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小鹿重一の一般質問

平
成
30
年
度
の
ソ
バ

の
作
付
面
積
は
２
８

４
ha
超
と
な
っ
て
い
る
。
村
内

の
水
田
の
27
・
９
％
、
転
作
面

積
の
54
・
４
％
を
占
め
て
い

る
。
産
地
交
付
金
の
交
付
要
件

は
、
こ
れ
ま
で
は
課
題
を
排
水

対
策
と
し
て
い
た
が
、
定
着
度

が
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年

度
（
平
成
31
年
度
）
よ
り
土
壌

改
良
等
の
土
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
、
ソ
バ
の
生
産
性
向
上
に

対
す
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
、
20
％
よ
う
り
ん
を

施
用
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

生
産
者
が
そ
の
他
の
交
付
要
件

で
あ
る
（※

）
う
ね
立
て
播
種
、
弾

丸
（※

）
暗
渠
な
ど
に
つ
い
て
、
誰

も
が
簡
単
に
は
取
り
組
め
な
い

た
め
に
、
容
易
に
取
り
組
み
が

可
能
な
よ
う
り
ん
の
施
用
に
な
っ

た
の
は
、
理
解
を
し
て
い
る
。

　そ
こ
で
、
よ
う
り
ん
施
用
の

効
果
は
何
か
、
ま
た
、
毎
年
施
用

す
る
の
は
問
題
は
な
い
の
か
。

（
髙
田
徹
産
業
振
興

課
長
）
よ
う
り
ん
の

施
用
は
、
確
か
に
産
地
交
付
金

を
受
け
る
た
め
の
要
件
の
１
つ

に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
よ
う
り
ん
の
施
用
に
よ
り

圃
場
の
地
力
を
高
め
、
ソ
バ
の

根
・
茎
を
丈
夫
に
し
、
倒
伏

防
止
に
つ
な
が
り
、
品
質
を
良

く
し
、
増
収
が
見
込
め
る
。
ま

た
、
継
続
的
な
施
用
に
は
問

題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

村
の
政
策
と
し
て

対
策
・
対
応
で
き
な
い
か

生
産
性
向
上
対
策
と

い
う
こ
と
で
、
よ
う

り
ん
の
効
果
は
説
明
の
と
お
り

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
よ

う
り
ん
の
施
用
そ
の
も
の
も
定

着
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
の

に
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
要
し
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
が
政
策
と
し
て
、
生
産
者
へ

の
産
地
交
付
金
を
減
ら
し
て
い

く
方
向
に
あ
る
よ
う
に
し
か
思

え
な
い
。

　そ
こ
で
、
村
行
政
と
し
て
、

転
作
対
策
、
い
わ
ゆ
る
生
産
者

が
お
金
を
取
れ
る
よ
う
に
と
い

う
対
策
・
対
応
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
村
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

何
カ
所
か
を
参
考
に

（
久
慈
修
一
村
長
）

ソ
バ
の
生
産
に
は
、

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を

や
っ
て
き
た
が
、
ど
う
し
て
も

生
産
量
が
増
え
て
こ
な
い
と
い

う
の
が
、
今
回
の
対
策
の
目
的

だ
と
思
っ
て
い
る
。
要
す
る

に
、
生
産
量
を
増
や
し
て
収
入

を
増
や
す
こ
と
で
、
国
も
、
ソ

バ
の
転
作
へ
の
交
付
金
を
少
な

く
で
き
る
と
い
う
思
惑
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
せ
っ
か
く
作
付
け
し
て
い

る
ソ
バ
の
生
産
量
を
増
や
す
よ

う
な
政
策
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
単
な
る
交
付
金
を
受
領
す

る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
、
生
産
量
を
増
や

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

今
年
度
よ
う
り
ん
を

施
用
し
た
面
積
は

今
年
度
よ
う
り
ん
は

ど
の
ぐ
ら
い
の
面
積

に
施
用
さ
れ
た
の
か
。

　ま
た
、
今
年
度
の
ソ
バ
の
産

地
交
付
金
の
単
価
は
幾
ら
か
。

１
０
０
％
で
は
な
い
が

か
な
り
の
率
で
施
用

（
産
業
振
興
課
長
）

ソ
バ
の
作
付
面
積
に

対
し
て
の
よ
う
り
ん
の
施
用
率

は
、
今
手
元
に
な
い
。
中
に
は

弾
丸
暗
渠
や
う
ね
立
て
を
し
て

い
る
人
も
い
る
の
で
、
１
０

０
％
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の

率
で
施
用
さ
れ
て
い
る
。

　産
地
交
付
金
の
単
価
は
、
県

設
定
２
万
円
、
そ
の
ほ
か
村
設

定
分
で
最
大
７
０
０
０
円
に
は

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
村
設

定
分
が
５
０
０
０
円
程
度
に

な
る
。

要

　望
　交
付
金
が
２
万
５
０
０
０
円

ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
約
１
９
０

０
円
の
よ
う
り
ん
を
使
っ
た
分

が
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
出
て
こ

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、
暗
渠

を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
２
万
５

０
０
０
円
も
ら
え
た
。
今
年
は

１
９
０
０
円
を
使
っ
て
、
２
万

７
０
０
０
円
で
あ
れ
ば
ま
だ
い

い
が
、
要
す
る
に
２
万
５
０
０

０
円
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
今
年
は
非
常
に
天
候

に
恵
ま
れ
、
ソ
バ
の
生
育
は
、

見
た
目
だ
け
で
は
全
地
域
が
大

変
良
い
。
す
る
と
今
度
は
刈
り

取
り
が
間
に
合
わ
な
い
と
か
、

乾
燥
機
が
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
く
る
。

ソ
バ
の
面
積
は
今
後
も
そ
ん
な

に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
推
移
し

て
い
く
と
思
う
の
で
、
村
の
主

転
作
作
物
の
ソ
バ
を
第
一
に
念

頭
に
置
い
て
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

除
雪
車
と
列
車
の
衝

突
事
故
は
、
平
成
28

年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
。
除

雪
車
の
運
転
手
が
燃
料
切
れ
に

注
意
す
る
義
務
を
怠
っ
た
こ
と

が
原
因
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
運
転
手
を
雇
っ
て
い
た
村

に
、
約
４
０
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
て
青
森
地
裁
に
平

成
31
年
３
月
27
日
付
で
提
訴
し

た
こ
と
が
、
東
奥
日
報
紙
で
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　訴
訟
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
議
会
へ
資
料
の
提
出
と
と

も
に
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
お

お
よ
そ
の
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
た
だ
、
村
民
は
全
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
村
の
持

ち
出
し
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
、
裁
判
の
費
用
は
幾
ら
必
要

に
な
る
の
か
な
ど
心
配
し
て

い
る
。

　そ
こ
で
、
な
ぜ
訴
訟
に
な
っ

た
の
か
、
ま
た
賠
償
額
、
弁
護

士
費
用
等
は
村
の
持
ち
出
し
が

あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
和
解
あ

る
い
は
控
訴
す
る
場
合
は
議
会

の
議
決
が
必
要
に
な
る
の
か
。

（
稲
葉
正
明
建
設
課

長
）
事
故
車
両
が
保

険
加
入
し
て
い
る
共
栄
火
災

海
上
保
険
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
で

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
の
協
議

を
重
ね
て
き
た
が
、
双
方
が
納

得
せ
ず
折
り
合
い
が
つ
か
な

か
っ
た
た
め
、
訴
訟
に
至
っ
て

い
る
。

　賠
償
額
、
弁
護
士
費
用
は
、

保
険
会
社
が
全
額
を
負
担
す
る

た
め
、
村
か
ら
の
持
ち
出
し
は

な
い
。
和
解
あ
る
い
は
控
訴
す

る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
る
。

裁
判
の
見
通
し
は

今
回
は
村
だ
け
が
提

訴
さ
れ
た
の
か
。
こ

れ
ま
で
も
何
回
か
裁
判
で
審

理
さ
れ
た
と
思
う
が
、
村
で
は

傍
聴
に
は
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
裁
判
の
見
通
し
は
ど
う
な

の
か
。

提
訴
さ
れ
た
の
は
村
だ
け

　

（
建
設
課
長
）
提
訴

さ
れ
た
の
は
村
だ
け

で
あ
る
。

　傍
聴
は
、
第
１
回
目
と
第
２

回
目
、
口
頭
弁
論
が
あ
っ
た

が
、
行
っ
て
い
な
い
。
第
３
回

目
に
つ
い
て
は
９
月
９
日
月
曜

日
に
行
わ
れ
る
。

　裁
判
の
見
通
し
は
、
弁
護
士

に
任
せ
て
お
り
、
わ
か
ら
な
い

の
で
お
答
え
で
き
な
い
。

要

　望
　こ
の
よ
う
な
こ
と
が
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
と
、
村
民
は
心
配

し
て
我
々
議
員
に
聞
い
て
く

る
。
住
民
に
対
し
、
何
ら
か
の

村
の
対
応
を
考
え
て
も
ら
え
れ

ば
な
と
思
う
。

　ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ
う
な

の
で
、
決
着
が
つ
け
ば
、
再
度

質
問
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

※用語解説

・ようりん

　…りん酸、けい酸、苦土、石灰

が含まれる土作り肥料

・うね立て播種（はしゅ）

　…高くうね立てをしてソバをま

く方法

・暗渠（あんきょ）

　…地下に設けた水路

第３回定例会（９月５日）

踏
切
事
故
そ
の
後
の
動
き
は

　（
村
）折
り
合
い
が
つ
か
ず
訴
訟
へ

ソ
バ
に
対
す
る

（※

）

よ
う
り
ん
施
用
の
効
果
は

　（
村
）圃
場
の
地
力
を
高
め
ソ
バ
の
増
収
が
見
込
め
る

蓬田地区のソバ畑（令和元年９月３日撮影）
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小鹿重一の一般質問

平
成
30
年
度
の
ソ
バ

の
作
付
面
積
は
２
８

４
ha
超
と
な
っ
て
い
る
。
村
内

の
水
田
の
27
・
９
％
、
転
作
面

積
の
54
・
４
％
を
占
め
て
い

る
。
産
地
交
付
金
の
交
付
要
件

は
、
こ
れ
ま
で
は
課
題
を
排
水

対
策
と
し
て
い
た
が
、
定
着
度

が
高
い
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年

度
（
平
成
31
年
度
）
よ
り
土
壌

改
良
等
の
土
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
、
ソ
バ
の
生
産
性
向
上
に

対
す
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
、
20
％
よ
う
り
ん
を

施
用
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

生
産
者
が
そ
の
他
の
交
付
要
件

で
あ
る
（※

）
う
ね
立
て
播
種
、
弾

丸
（※

）
暗
渠
な
ど
に
つ
い
て
、
誰

も
が
簡
単
に
は
取
り
組
め
な
い

た
め
に
、
容
易
に
取
り
組
み
が

可
能
な
よ
う
り
ん
の
施
用
に
な
っ

た
の
は
、
理
解
を
し
て
い
る
。

　そ
こ
で
、
よ
う
り
ん
施
用
の

効
果
は
何
か
、
ま
た
、
毎
年
施
用

す
る
の
は
問
題
は
な
い
の
か
。

（
髙
田
徹
産
業
振
興

課
長
）
よ
う
り
ん
の

施
用
は
、
確
か
に
産
地
交
付
金

を
受
け
る
た
め
の
要
件
の
１
つ

に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た

め
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
よ
う
り
ん
の
施
用
に
よ
り

圃
場
の
地
力
を
高
め
、
ソ
バ
の

根
・
茎
を
丈
夫
に
し
、
倒
伏

防
止
に
つ
な
が
り
、
品
質
を
良

く
し
、
増
収
が
見
込
め
る
。
ま

た
、
継
続
的
な
施
用
に
は
問

題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

村
の
政
策
と
し
て

対
策
・
対
応
で
き
な
い
か

生
産
性
向
上
対
策
と

い
う
こ
と
で
、
よ
う

り
ん
の
効
果
は
説
明
の
と
お
り

で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
よ

う
り
ん
の
施
用
そ
の
も
の
も
定

着
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
の

に
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
要
し
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
が
政
策
と
し
て
、
生
産
者
へ

の
産
地
交
付
金
を
減
ら
し
て
い

く
方
向
に
あ
る
よ
う
に
し
か
思

え
な
い
。

　そ
こ
で
、
村
行
政
と
し
て
、

転
作
対
策
、
い
わ
ゆ
る
生
産
者

が
お
金
を
取
れ
る
よ
う
に
と
い

う
対
策
・
対
応
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
村
長
の
見
解

は
ど
う
か
。

何
カ
所
か
を
参
考
に

（
久
慈
修
一
村
長
）

ソ
バ
の
生
産
に
は
、

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を

や
っ
て
き
た
が
、
ど
う
し
て
も

生
産
量
が
増
え
て
こ
な
い
と
い

う
の
が
、
今
回
の
対
策
の
目
的

だ
と
思
っ
て
い
る
。
要
す
る

に
、
生
産
量
を
増
や
し
て
収
入

を
増
や
す
こ
と
で
、
国
も
、
ソ

バ
の
転
作
へ
の
交
付
金
を
少
な

く
で
き
る
と
い
う
思
惑
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
せ
っ
か
く
作
付
け
し
て
い

る
ソ
バ
の
生
産
量
を
増
や
す
よ

う
な
政
策
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
単
な
る
交
付
金
を
受
領
す

る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
、
生
産
量
を
増
や

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

今
年
度
よ
う
り
ん
を

施
用
し
た
面
積
は

今
年
度
よ
う
り
ん
は

ど
の
ぐ
ら
い
の
面
積

に
施
用
さ
れ
た
の
か
。

　ま
た
、
今
年
度
の
ソ
バ
の
産

地
交
付
金
の
単
価
は
幾
ら
か
。

１
０
０
％
で
は
な
い
が

か
な
り
の
率
で
施
用

（
産
業
振
興
課
長
）

ソ
バ
の
作
付
面
積
に

対
し
て
の
よ
う
り
ん
の
施
用
率

は
、
今
手
元
に
な
い
。
中
に
は

弾
丸
暗
渠
や
う
ね
立
て
を
し
て

い
る
人
も
い
る
の
で
、
１
０

０
％
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の

率
で
施
用
さ
れ
て
い
る
。

　産
地
交
付
金
の
単
価
は
、
県

設
定
２
万
円
、
そ
の
ほ
か
村
設

定
分
で
最
大
７
０
０
０
円
に
は

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
村
設

定
分
が
５
０
０
０
円
程
度
に

な
る
。

要

　望
　交
付
金
が
２
万
５
０
０
０
円

ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
約
１
９
０

０
円
の
よ
う
り
ん
を
使
っ
た
分

が
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
出
て
こ

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、
暗
渠

を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
２
万
５

０
０
０
円
も
ら
え
た
。
今
年
は

１
９
０
０
円
を
使
っ
て
、
２
万

７
０
０
０
円
で
あ
れ
ば
ま
だ
い

い
が
、
要
す
る
に
２
万
５
０
０

０
円
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

　ま
た
、
今
年
は
非
常
に
天
候

に
恵
ま
れ
、
ソ
バ
の
生
育
は
、

見
た
目
だ
け
で
は
全
地
域
が
大

変
良
い
。
す
る
と
今
度
は
刈
り

取
り
が
間
に
合
わ
な
い
と
か
、

乾
燥
機
が
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
く
る
。

ソ
バ
の
面
積
は
今
後
も
そ
ん
な

に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
推
移
し

て
い
く
と
思
う
の
で
、
村
の
主

転
作
作
物
の
ソ
バ
を
第
一
に
念

頭
に
置
い
て
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

除
雪
車
と
列
車
の
衝

突
事
故
は
、
平
成
28

年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
。
除

雪
車
の
運
転
手
が
燃
料
切
れ
に

注
意
す
る
義
務
を
怠
っ
た
こ
と

が
原
因
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
運
転
手
を
雇
っ
て
い
た
村

に
、
約
４
０
０
０
万
円
の
損
害

賠
償
を
求
め
て
青
森
地
裁
に
平

成
31
年
３
月
27
日
付
で
提
訴
し

た
こ
と
が
、
東
奥
日
報
紙
で
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　訴
訟
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
議
会
へ
資
料
の
提
出
と
と

も
に
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
お

お
よ
そ
の
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
た
だ
、
村
民
は
全
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
村
の
持

ち
出
し
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
、
裁
判
の
費
用
は
幾
ら
必
要

に
な
る
の
か
な
ど
心
配
し
て

い
る
。

　そ
こ
で
、
な
ぜ
訴
訟
に
な
っ

た
の
か
、
ま
た
賠
償
額
、
弁
護

士
費
用
等
は
村
の
持
ち
出
し
が

あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
和
解
あ

る
い
は
控
訴
す
る
場
合
は
議
会

の
議
決
が
必
要
に
な
る
の
か
。

（
稲
葉
正
明
建
設
課

長
）
事
故
車
両
が
保

険
加
入
し
て
い
る
共
栄
火
災

海
上
保
険
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
で

損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
の
協
議

を
重
ね
て
き
た
が
、
双
方
が
納

得
せ
ず
折
り
合
い
が
つ
か
な

か
っ
た
た
め
、
訴
訟
に
至
っ
て

い
る
。

　賠
償
額
、
弁
護
士
費
用
は
、

保
険
会
社
が
全
額
を
負
担
す
る

た
め
、
村
か
ら
の
持
ち
出
し
は

な
い
。
和
解
あ
る
い
は
控
訴
す

る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
る
。

裁
判
の
見
通
し
は

今
回
は
村
だ
け
が
提

訴
さ
れ
た
の
か
。
こ

れ
ま
で
も
何
回
か
裁
判
で
審

理
さ
れ
た
と
思
う
が
、
村
で
は

傍
聴
に
は
行
っ
た
の
か
。
ま

た
、
裁
判
の
見
通
し
は
ど
う
な

の
か
。

提
訴
さ
れ
た
の
は
村
だ
け

　

（
建
設
課
長
）
提
訴

さ
れ
た
の
は
村
だ
け

で
あ
る
。

　傍
聴
は
、
第
１
回
目
と
第
２

回
目
、
口
頭
弁
論
が
あ
っ
た

が
、
行
っ
て
い
な
い
。
第
３
回

目
に
つ
い
て
は
９
月
９
日
月
曜

日
に
行
わ
れ
る
。

　裁
判
の
見
通
し
は
、
弁
護
士

に
任
せ
て
お
り
、
わ
か
ら
な
い

の
で
お
答
え
で
き
な
い
。

要

　望
　こ
の
よ
う
な
こ
と
が
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
と
、
村
民
は
心
配

し
て
我
々
議
員
に
聞
い
て
く

る
。
住
民
に
対
し
、
何
ら
か
の

村
の
対
応
を
考
え
て
も
ら
え
れ

ば
な
と
思
う
。

　ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ
う
な

の
で
、
決
着
が
つ
け
ば
、
再
度

質
問
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

※用語解説

・ようりん

　…りん酸、けい酸、苦土、石灰

が含まれる土作り肥料

・うね立て播種（はしゅ）

　…高くうね立てをしてソバをま

く方法

・暗渠（あんきょ）

　…地下に設けた水路

第３回定例会（９月５日）

踏
切
事
故
そ
の
後
の
動
き
は

　（
村
）折
り
合
い
が
つ
か
ず
訴
訟
へ

ソ
バ
に
対
す
る

（※

）

よ
う
り
ん
施
用
の
効
果
は

　（
村
）圃
場
の
地
力
を
高
め
ソ
バ
の
増
収
が
見
込
め
る

蓬田地区のソバ畑（令和元年９月３日撮影）

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



久慈省悟の一般質問 柿﨑裕二の一般質問

７
月
の
常
任
委
員
会

視
察
研
修
で
、
三
重

県
鈴
鹿
市
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
て
き
た
（
よ
も
ぎ
た

議
会
だ
よ
り
第
１
９
８
号
15

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
現
在
の
病
院

や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

行
う
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
に
は
限

界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
使
い
、
脳

か
ら
の
指
令
を
セ
ン
サ
ー
が

キ
ャ
ッ
チ
し
、
装
着
し
た
器
具

を
動
か
し
、
脳
に
手
足
の
動
き

方
を
思
い
出
さ
せ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
た
。
障
害
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
が
、
ロ
ボ
ス
ー
ツ

の
助
け
が
あ
れ
ば
、
障
害
が
な

か
っ
た
と
き
の
姿
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。

　
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ロ
ボ
ス
ー
ツ
を
リ
ー
ス
し
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
村
で
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
ロ
ボ

ス
ー
ツ
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
事
業
化
で
き
な
い
か
。

（
高
田
一
憲
健
康
福

祉
課
長
）
ロ
ボ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
は
、
最
先

端
技
術
を
駆
使
し
開
発
さ
れ
、

世
界
で
も
類
を
見
な
い
自
立
動

作
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
効
果
も
大
き
い
も

の
だ
。

　し
か
し
、
村
で
の
事
業
展
開

を
考
え
た
場
合
、
ロ
ボ
ス
ー
ツ

を
扱
う
技
術
体
制
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
の
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
多
い
と
考
え
る
。

　今
年
度
か
ら
、
村
の
障
害
者

機
能
訓
練
に
青
森
県
保
健
大
学

理
学
療
法
学
科
よ
り
講
師
を
招

き
、
年
12
回
の
専
門
的
な
訓
練

を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
年

６
月
に
弘
前
大
学
と
の
協
定
を

結
ん
だ
連
携
協
力
事
項
の
中

に
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
に
関

す
る
こ
と
も
あ
り
、
専
門
的
な

地
域
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
の
村
の
福
祉
事

業
等
へ
の
前
向
き
な
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

検
討
す
る
余
地
は

十
分
あ
る
と
思
わ
な
い
か

ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

に
人
を
送
っ
て
セ
ン

サ
ー
の
装
着
か
ら
ケ
ア
を
す
る

た
め
の
要
員
を
教
育
す
る
よ
う

に
予
算
に
盛
り
込
ん
で
、
事
業

を
一
歩
一
歩
展
開
し
て
い
け

ば
、
村
の
障
害
者
が
減
り
、
障

害
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
１
人

で
生
活
が
で
き
る
ほ
ど
に
回
復

が
見
込
め
れ
ば
、
障
害
者
と

村
、
双
方
に
と
っ
て
幸
せ
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。

　
検
討
す
る
余
地
は
十
分
あ
る

と
思
わ
な
い
か
。

瀬
辺
地
天
満
宮
の
の

り
面
は
松
の
枝
な
ど

が
電
線
に
か
ぶ
っ
て
い
る
。
の

り
面
崩
落
時
に
は
、
電
線
や
交

通
の
遮
断
も
懸
念
さ
れ
る
。
崩

落
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

（
建
設
課
長
）
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
電
柱
の

電
線
に
か
か
っ
て
い
る
松
や
杉

の
枝
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
連

絡
し
て
枝
を
切
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
お
願
い
す
る
。

　の
り
面
の
崩
落
防
止
対
策

は
、
県
の
急
傾
斜
崩
壊
危
険
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

県
の
担
当
者
の
方
と
現
地
を
確

認
し
て
、
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

要

　望

　
伸
び
た
松
や
杉
は
倒
れ
る
と

国
道
２
８
０
号
線
を
飛
び
越
し

て
民
家
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。

災
害
が
起
き
る
前
に
対
策
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

な
か
な
か
難
し
い

（
村
長
）
将
来
的
に

は
そ
う
い
う
も
の
が

使
わ
れ
て
く
る
の
も
想
像
に
か

た
く
な
い
し
、
実
現
す
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
。

　た
だ
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
や
運
営
主
体
、
技
術
を
ど

の
よ
う
に
提
供
し
て
も
ら
う
の

か
な
ど
も
っ
と
深
く
掘
り
下
げ

て
、
障
害
者
の
負
担
の
問
題
も

全
て
ク
リ
ア
し
な
い
と
、
な
か

な
か
実
現
は
難
し
い
。
民
間
の

介
護
施
設
が
や
り
た
い
と
な
れ

ば
、
そ
れ
を
助
成
し
て
い
く
方

向
で
は
考
え
て
み
た
い
。

広
瀬
地
区
村
道
７―

３―

８
号
線
は
、
広

瀬
川
沿
い
に
７―

３―

４
号
線

と
高
根
通
り
寄
り
の
７―

３―

７
号
線
の
間
に
あ
り
、
国
道
２

８
０
号
線
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
国
道
側
で
は
、
民
家
の
敷

地
と
つ
な
が
り
、
村
道
に
ま
た

が
っ
て
消
火
用
防
火
水
槽
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
瀬

川
沿
い
に
は
、
広
瀬
自
治
会
の

龍
神
様
が
あ
り
、
両
側
は
畑
に

な
っ
て
い
て
、
草
木
が
生
い
茂

り
、
境
界
線
も
確
認
し
に
く
い

状
態
に
あ
る
。

　
防
火
上
の
観
点
か
ら
見
て
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
い
て
、
Ｕ

字
溝
を
入
れ
る
な
ど
の
工
事
が

必
要
で
は
な
い
か
。
今
回
、
一

般
会
計
補
正
予
算
の
中
に
、
こ

の
村
道
の
道
路
工
事
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
工
事
内
容
の
予
算
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
令
和

元
年
９
月
24
日
開
催

の
行
政
懇
談
会
で
、
村
道
７―

３―

８
号
線
の
未
整
備
舗
装
道

路
の
で
こ
ぼ
こ
を
平
ら
に
し
、

そ
の
上
に
砕
石
を
敷
き
、
な
ら

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
。
今
定
例
会
に
延
長

１
２
０
ｍ
、
工
事
費
で
１
０
４

万
５
０
０
０
円
を
計
上
し
て

い
る
。

簡
易
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
と
Ｕ
字
溝
の
工
事
が
必
要

で
は
な
い
か

私
が
農
家
の
方
、
ま

た
道
路
に
面
し
て
い

る
家
の
方
と
話
を
し
た
中
で

は
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。

砕
石
は
大
雨
が
来
る
と
全
て
流

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
そ
れ
が

両
側
の
畑
に
流
れ
出
て
、
耕
作

者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
。

こ
の
道
路
の
草
木
も
、
今
ま
で

村
で
、
村
道
の
草
刈
り
を
一
度

も
や
っ
て
お
ら
ず
、
近
隣
の
人

た
ち
が
自
発
的
に
草
刈
り
を
し

て
、
何
と
か
通
れ
る
状
態
を

保
っ
て
い
る
。
付
近
住
民
の
方

に
聞
く
と
、
道
路
と
民
地
と
の

境
界
線
が
不
明
確
で
あ
り
、
確

認
で
き
る
う
ち
に
境
界
線
そ
の

も
の
も
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　
特
に
問
題
は
、
国
道
２
８
０

号
線
側
に
あ
る
民
家
と
村
道
の

境
界
線
が
全
く
わ
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
そ
の
民
家
の
方
が

自
分
の
土
地
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
敷
く
際
に
、
村
道
に
も
続
い

て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
い
て
し

ま
っ
た
た
め
だ
。
そ
し
て
村
道

側
に
簡
易
的
な
水
道
蛇
口
も
設

置
し
て
お
り
、
そ
れ
も
通
行
に

邪
魔
だ
と
か
問
題
が
あ
る
。

　
民
家
や
畑
へ
も
雨
な
ど
が
相

当
流
れ
る
と
い
う
苦
情
が
来
て

い
る
の
で
、
簡
易
的
な
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
と
Ｕ
字
溝
を
入
れ
る

工
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

補
修
工
事
後
、

様
子
を
見
て
検
討
し
た
い

（
建
設
課
長
）
今
回

の
道
路
の
補
修
工
事

を
完
了
し
た
後
、
様
子
を
見

て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

要

　望

　
大
き
な
災
害
が
あ
れ
ば
、
住

民
が
そ
の
道
を
通
っ
て
避
難
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
消
火

の
際
に
は
、
貯
水
槽
に
広
瀬
川

か
ら
直
接
水
を
補
給
す
る
と
い

う
重
要
な
村
道
に
な
る
。
そ
の

観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
早
期
に
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
Ｕ
字
溝
設

置
を
求
め
た
い
。

第３回定例会（９月５日）

ロ
ボ
ス
ー
ツ
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
事
業
化
で
き
な
い
か

　（
村
）村
で
の
事
業
展
開
に
は
課
題
が
多
い

瀬
辺
地
天
満
宮
の
の
り
面
の
崩
落
防
止
対
策
は

　（
村
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
や
県
に
要
望

第３回定例会（９月５日）

広
瀬
地
区
村
道
７
ー
３
ー
８
号
線
の
道
路
工
事
は

　（
村
）で
こ
ぼ
こ
を
平
ら
に
し
砕
石
を
敷
き
な
ら
す

広瀬簡易郵便局から龍神様までの約120ｍの村道

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果
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久慈省悟の一般質問 柿﨑裕二の一般質問

７
月
の
常
任
委
員
会

視
察
研
修
で
、
三
重

県
鈴
鹿
市
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
て
き
た
（
よ
も
ぎ
た

議
会
だ
よ
り
第
１
９
８
号
15

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
現
在
の
病
院

や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

行
う
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
に
は
限

界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
使
い
、
脳

か
ら
の
指
令
を
セ
ン
サ
ー
が

キ
ャ
ッ
チ
し
、
装
着
し
た
器
具

を
動
か
し
、
脳
に
手
足
の
動
き

方
を
思
い
出
さ
せ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
た
。
障
害
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
が
、
ロ
ボ
ス
ー
ツ

の
助
け
が
あ
れ
ば
、
障
害
が
な

か
っ
た
と
き
の
姿
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。

　
ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ロ
ボ
ス
ー
ツ
を
リ
ー
ス
し
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
、
村
で
社

会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
ロ
ボ

ス
ー
ツ
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
事
業
化
で
き
な
い
か
。

（
高
田
一
憲
健
康
福

祉
課
長
）
ロ
ボ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
は
、
最
先

端
技
術
を
駆
使
し
開
発
さ
れ
、

世
界
で
も
類
を
見
な
い
自
立
動

作
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
効
果
も
大
き
い
も

の
だ
。

　し
か
し
、
村
で
の
事
業
展
開

を
考
え
た
場
合
、
ロ
ボ
ス
ー
ツ

を
扱
う
技
術
体
制
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
の
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
多
い
と
考
え
る
。

　今
年
度
か
ら
、
村
の
障
害
者

機
能
訓
練
に
青
森
県
保
健
大
学

理
学
療
法
学
科
よ
り
講
師
を
招

き
、
年
12
回
の
専
門
的
な
訓
練

を
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
年

６
月
に
弘
前
大
学
と
の
協
定
を

結
ん
だ
連
携
協
力
事
項
の
中

に
、
健
康
・
医
療
・
福
祉
に
関

す
る
こ
と
も
あ
り
、
専
門
的
な

地
域
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
の
村
の
福
祉
事

業
等
へ
の
前
向
き
な
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

検
討
す
る
余
地
は

十
分
あ
る
と
思
わ
な
い
か

ロ
ボ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

に
人
を
送
っ
て
セ
ン

サ
ー
の
装
着
か
ら
ケ
ア
を
す
る

た
め
の
要
員
を
教
育
す
る
よ
う

に
予
算
に
盛
り
込
ん
で
、
事
業

を
一
歩
一
歩
展
開
し
て
い
け

ば
、
村
の
障
害
者
が
減
り
、
障

害
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
１
人

で
生
活
が
で
き
る
ほ
ど
に
回
復

が
見
込
め
れ
ば
、
障
害
者
と

村
、
双
方
に
と
っ
て
幸
せ
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。

　
検
討
す
る
余
地
は
十
分
あ
る

と
思
わ
な
い
か
。

瀬
辺
地
天
満
宮
の
の

り
面
は
松
の
枝
な
ど

が
電
線
に
か
ぶ
っ
て
い
る
。
の

り
面
崩
落
時
に
は
、
電
線
や
交

通
の
遮
断
も
懸
念
さ
れ
る
。
崩

落
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

（
建
設
課
長
）
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
電
柱
の

電
線
に
か
か
っ
て
い
る
松
や
杉

の
枝
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
連

絡
し
て
枝
を
切
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
お
願
い
す
る
。

　の
り
面
の
崩
落
防
止
対
策

は
、
県
の
急
傾
斜
崩
壊
危
険
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

県
の
担
当
者
の
方
と
現
地
を
確

認
し
て
、
対
策
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

要

　望

　
伸
び
た
松
や
杉
は
倒
れ
る
と

国
道
２
８
０
号
線
を
飛
び
越
し

て
民
家
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。

災
害
が
起
き
る
前
に
対
策
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

な
か
な
か
難
し
い

（
村
長
）
将
来
的
に

は
そ
う
い
う
も
の
が

使
わ
れ
て
く
る
の
も
想
像
に
か

た
く
な
い
し
、
実
現
す
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
。

　た
だ
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ

く
り
や
運
営
主
体
、
技
術
を
ど

の
よ
う
に
提
供
し
て
も
ら
う
の

か
な
ど
も
っ
と
深
く
掘
り
下
げ

て
、
障
害
者
の
負
担
の
問
題
も

全
て
ク
リ
ア
し
な
い
と
、
な
か

な
か
実
現
は
難
し
い
。
民
間
の

介
護
施
設
が
や
り
た
い
と
な
れ

ば
、
そ
れ
を
助
成
し
て
い
く
方

向
で
は
考
え
て
み
た
い
。

広
瀬
地
区
村
道
７―

３―

８
号
線
は
、
広

瀬
川
沿
い
に
７―

３―

４
号
線

と
高
根
通
り
寄
り
の
７―

３―

７
号
線
の
間
に
あ
り
、
国
道
２

８
０
号
線
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
国
道
側
で
は
、
民
家
の
敷

地
と
つ
な
が
り
、
村
道
に
ま
た

が
っ
て
消
火
用
防
火
水
槽
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
瀬

川
沿
い
に
は
、
広
瀬
自
治
会
の

龍
神
様
が
あ
り
、
両
側
は
畑
に

な
っ
て
い
て
、
草
木
が
生
い
茂

り
、
境
界
線
も
確
認
し
に
く
い

状
態
に
あ
る
。

　
防
火
上
の
観
点
か
ら
見
て
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
い
て
、
Ｕ

字
溝
を
入
れ
る
な
ど
の
工
事
が

必
要
で
は
な
い
か
。
今
回
、
一

般
会
計
補
正
予
算
の
中
に
、
こ

の
村
道
の
道
路
工
事
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
工
事
内
容
の
予
算
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
令
和

元
年
９
月
24
日
開
催

の
行
政
懇
談
会
で
、
村
道
７―

３―

８
号
線
の
未
整
備
舗
装
道

路
の
で
こ
ぼ
こ
を
平
ら
に
し
、

そ
の
上
に
砕
石
を
敷
き
、
な
ら

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
。
今
定
例
会
に
延
長

１
２
０
ｍ
、
工
事
費
で
１
０
４

万
５
０
０
０
円
を
計
上
し
て

い
る
。

簡
易
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
と
Ｕ
字
溝
の
工
事
が
必
要

で
は
な
い
か

私
が
農
家
の
方
、
ま

た
道
路
に
面
し
て
い

る
家
の
方
と
話
を
し
た
中
で

は
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
。

砕
石
は
大
雨
が
来
る
と
全
て
流

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
そ
れ
が

両
側
の
畑
に
流
れ
出
て
、
耕
作

者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
。

こ
の
道
路
の
草
木
も
、
今
ま
で

村
で
、
村
道
の
草
刈
り
を
一
度

も
や
っ
て
お
ら
ず
、
近
隣
の
人

た
ち
が
自
発
的
に
草
刈
り
を
し

て
、
何
と
か
通
れ
る
状
態
を

保
っ
て
い
る
。
付
近
住
民
の
方

に
聞
く
と
、
道
路
と
民
地
と
の

境
界
線
が
不
明
確
で
あ
り
、
確

認
で
き
る
う
ち
に
境
界
線
そ
の

も
の
も
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　
特
に
問
題
は
、
国
道
２
８
０

号
線
側
に
あ
る
民
家
と
村
道
の

境
界
線
が
全
く
わ
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
そ
の
民
家
の
方
が

自
分
の
土
地
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
敷
く
際
に
、
村
道
に
も
続
い

て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
敷
い
て
し

ま
っ
た
た
め
だ
。
そ
し
て
村
道

側
に
簡
易
的
な
水
道
蛇
口
も
設

置
し
て
お
り
、
そ
れ
も
通
行
に

邪
魔
だ
と
か
問
題
が
あ
る
。

　
民
家
や
畑
へ
も
雨
な
ど
が
相

当
流
れ
る
と
い
う
苦
情
が
来
て

い
る
の
で
、
簡
易
的
な
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
と
Ｕ
字
溝
を
入
れ
る

工
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

補
修
工
事
後
、

様
子
を
見
て
検
討
し
た
い

（
建
設
課
長
）
今
回

の
道
路
の
補
修
工
事

を
完
了
し
た
後
、
様
子
を
見

て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

要

　望

　
大
き
な
災
害
が
あ
れ
ば
、
住

民
が
そ
の
道
を
通
っ
て
避
難
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
消
火

の
際
に
は
、
貯
水
槽
に
広
瀬
川

か
ら
直
接
水
を
補
給
す
る
と
い

う
重
要
な
村
道
に
な
る
。
そ
の

観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
早
期
に
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
Ｕ
字
溝
設

置
を
求
め
た
い
。

第３回定例会（９月５日）

ロ
ボ
ス
ー
ツ
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
事
業
化
で
き
な
い
か

　（
村
）村
で
の
事
業
展
開
に
は
課
題
が
多
い

瀬
辺
地
天
満
宮
の
の
り
面
の
崩
落
防
止
対
策
は

　（
村
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
や
県
に
要
望

第３回定例会（９月５日）

広
瀬
地
区
村
道
７
ー
３
ー
８
号
線
の
道
路
工
事
は

　（
村
）で
こ
ぼ
こ
を
平
ら
に
し
砕
石
を
敷
き
な
ら
す

広瀬簡易郵便局から龍神様までの約120ｍの村道

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



坂本 豊の一般質問

村
で
は
現
在
、
20
円

の
負
担
を
し
て
い
る

が
、
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対

策
と
し
て
給
食
費
の
完
全
無
償

化
を
求
め
る
。
財
源
は
約
１
０

０
０
万
円
で
実
現
可
能
で
は
な

い
か
。

（
木
村
伸
一
教
育
課

長
）
現
在
の
給
食
費

は
１
食
あ
た
り
小
学
校
が
２
５

０
円
、
中
学
校
は
２
９
０
円
で

あ
る
。
負
担
軽
減
な
ど
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
食

材
の
高
騰
な
ど
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
そ
れ
も
含
め
て
検
討

し
た
い
。
た
だ
、
無
償
化
は
も

う
少
し
議
論
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

小
さ
な
村
の
特
性
を
生
か
し

無
償
化
を県

内
を
見
て
も
、
無

償
化
し
て
い
る
自
治

体
は
比
較
的
大
き
く
な
い
自
治

体
が
主
だ
。
人
口
が
少
な
い
と

予
算
も
少
な
く
て
済
む
と
い
う

こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
る
。
小

さ
な
村
の
特
性
を
生
か
し
て
学

校
給
食
費
を
無
償
化
で
き
な

い
か
。

他
町
村
の
状
況
を
把
握
し

検
討
し
た
い

（
教
育
課
長
）
県
内

の

給

食

費

の

設

定

は
、
小
学
校
が
平
均
２
７
０

円
、
中
学
校
が
平
均
２
９
０
円

に
な
っ
て
い
る
。
他
町
村
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

除
雪
車
両
車
庫
の
建

設
場
所
が
長
科
地
区

の
土
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
地
元
住
民
か
ら
反
対
の
声

が
聞
か
れ
る
。
建
設
候
補
地
は

隣
接
地
の
所
有
者
や
耕
作
者
の

同
意
を
受
け
て
農
地
改
良
を

行
っ
た
も
の
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
農
業

委
員
会
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
水
田
か
ら
畑
地
へ
変

更
す
る
場
合
は
、
盛
り
土
、
掘

削
を
し
て
も
転
用
の
手
続
は
必

要
な
い
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
、

農
地
法
で
は
、
隣
接
す
る
所
有

者
又
は
耕
作
者
の
同
意
を
求
め

て
い
な
い
。

良
質
な
土
壌
で

埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か

田
を
畑
に
す
る
た
め

に
入
れ
る
の
は
、
良

質
な
土
壌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
建
設
現
場
で
出
た
廃
材
や

残
土
な
ど
を
入
れ
る
の
は
、
田

か
ら
畑
へ
の
転
用
と
し
て
は
認

め
ら
れ
な
い
。
現
在
、
候
補
地

で
あ
る
埋
め
立
て
さ
れ
た
土
地

は
、
良
質
な
土
壌
が
入
っ
て
い

る
か
調
べ
た
の
か
。

把
握
し
て
い
な
い

（
建
設
課
長
）
入
れ

ら
れ
た
土
壌
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。

役
場
は
関
知
し
な
い
の
か

埋
め
立
て
し
た
当
時

の
状
況
を
地
元
の
人

が
見
て
い
て
車
庫
建
設
に
反
対

を
し
て
い
る
。
土
壌
以
外
の
も

の
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
土
地
だ

と
い
う
こ
と
を
役
場
は
関
知
し

な
い
と
言
え
る
の
か
。

問
題
は
な
い
と
理
解
し
た

（
村
長
）
私
は
候
補

地
の
試
掘
の
際
立
ち

会
え
な
か
っ
た
の
で
写
真
で
確

認
し
た
。
田
な
ど
地
盤
の
緩
い

と
こ
ろ
に
は
一
般
的
に
だ
ま
石

な
ど
大
き
い
資
材
を
活
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
が
あ

る
。
も
し
、
産
業
廃
棄
物
を
入

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
の

土
地
全
体
に
廃
棄
物
が
い
っ
ぱ

い
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
は
ず
だ
と
私
は
理
解
し
た
。

所
有
者
と
村
長
の
関
わ
り
は

こ
の
候
補
地
を
村
が

除
雪
車
両
の
車
庫
の

用
地
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
問

題
だ
。
所
有
者
と
村
長
の
関
わ

り
は
何
な
の
か
。

私
が
こ
の
土
地
を
選
定
し
た

わ
け
で
は
な
い

（
村
長
）
私
が
こ
の

土
地
内
の
選
定
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も

担
当
課
と
業
者
が
現
地
を
見

て
、
15
カ
所
の
評
点
を
つ
け
、

こ
こ
が
一
番
い
い
と
い
う
結
果

を
得
た
。
ど
ん
な
場
所
を
選
定

し
て
も
、
反
対
が
出
て
く
る
可

能
性
は
あ
る
。
も
し
、
こ
こ
以

上
に
有
利
な
土
地
を
議
員
か
ら

提
案
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
検
討

し
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
出
て
き

て
も
強
行
す
る
の
は
問
題

８
月
26
日
に
こ
の
候

補
地
内
の
５
カ
所
を

掘
削
し
た
。
明
ら
か
に
ど
こ
か

の
解
体
を
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
１

ｍ
か
ら
50
㎝
四
方
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
が
出
て
き
て

も
、
建
設
を
強
行
す
る
の
は
大

き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

（
工
藤
洋
一
副
村
長
）

全
部
の
穴
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
や
玉
石
が
出
て
き
た

後
継
者
不
足
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
村
の
農

業
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
。
現
在
、
主
な
農
業
経
営
者

の
年
齢
は
60
代
70
代
だ
。
１
９

７
５
年
に
は
６
３
８
戸
あ
っ
た

農
家
が
、
昨
年
に
は
１
３
７
戸

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　
後
継
者
が
残
れ
る
産
業
に
す

る
た
め
に
、
行
政
は
農
業
へ
の
援

助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
村
長
は

村
独
自
で
農
業
へ
援
助
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
農
業
関
係

の
交
付
金
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

村
独
自
で
機
械
導
入
と

農
業
資
材
へ
の
助
成
が
で
き
な

い
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
の
産
地
交
付
金

は
７
７
４
６
万
２
８
５
０
円
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
４

５
１
０
万
９
６
６
０
円
で
あ
る
。

直
接
支
払
い
は
で
き
な
い
か

私
は
以
前
に
も
水
田

農
家
に
10
ａ
当
た
り

４
０
０
０
円
の
直
接
支
払
い
を

村
独
自
の
制
度
と
し
て
求
め
て

い
る
。
こ
の
考
え
は
な
い
か
。

検
討
し
た
い

（
産
業
振
興
課
長
）

実
際
そ
れ
が
可
能
な

の
か
、
他
の
産
業
や
住
民
の
こ

と
な
ど
含
め
て
検
討
し
た
い
。

わ
け
で
な
い
。
多
い
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
工
事
現
場
か
ら

持
っ
て
き
て
捨
て
た
と
い
う
認

識
は
、
こ
の
状
況
か
ら
し
て
、

必
ず
し
も
断
定
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
９
月
議
会
の
決

算
委
員
会
で
、
村
長

は
消
防
団
員
の
報
酬
、
出
動
手

当
の
見
直
し
を
し
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
る
、
来
年
度
の
当
初

予
算
で
検
討
し
た
い
と
答
弁
し

て
い
た
が
、
ま
だ
報
酬
引
き
上

げ
の
議
案
が
出
て
こ
な
い
。
計

画
は
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
平
成

27
年
４
月
に
現
在
の

金
額
に
改
定
し
た
。
隣
接
町
村

も
ま
だ
改
定
は
さ
れ
て
い
な

い
。
昨
年
の
決
算
委
員
会
で
報

酬
の
改
定
を
検
討
を
す
る
と
回

答
し
て
い
る
が
、
他
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

財
源
は
な
い
の
か

村
の
団
員
１
人
の
年

間
報
酬
は
１
万
２
０

０
０
円
、
出
動
手
当
が
１
６
０

０
円
。
そ
れ
に
対
し
て
、
外
ヶ

浜
町
で
は
２
万
円
、
出
動
手
当

が
２
５
０
０
円
、
平
内
町
で
は

２
万
１
０
０
０
円
、
出
動
手
当

が
１
５
０
０
円
、
青
森
市
が
２

万
２
１
０
０
円
、
出
動
手
当
が

２
１
７
０
円
、
今
別
町
は
当
村

と
同
じ
金
額
で
あ
る
。
今
別
町

以
外
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
。
ぜ
ひ
、
報
酬
を
引
き
上
げ

て
も
ら
い
た
い
が
、
財
源
は
な

い
の
か
。

そ
れ
な
り
の
金
額
は

支
払
わ
れ
て
い
る

（
総
務
課
長
）
年
間

報
酬
は
８
０
０
０
円

以
上
の
開
き
が
あ
る
が
、
出
動

手
当
で
は
、
そ
れ
な
り
の
費
用

弁
償
・
報
酬
の
金
額
は
支
払
い

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　財
源
的
に
は
、
一
般
財
源
な

の
で
別
に
枠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。

第３回定例会（９月５日）

村
独
自
で
農
家
へ
援
助
の
考
え
は

　（
村
）機
械
と
農
業
資
材
へ
の
助
成
を
検
討
中

消
防
団
員
報
酬
等
の
見
直
し
を

　（
村
）隣
接
町
村
の
動
向
を
見
て
検
討

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

　（
村
）も
う
少
し
議
論
が
必
要

除
雪
車
両
車
庫
の
建
設
候
補
地
は
同
意
を
得
て
農
地
改
良
し
た
の
か

　（
村
）農
地
法
で
は
同
意
を
求
め
て
い
な
い

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



坂本 豊の一般質問

村
で
は
現
在
、
20
円

の
負
担
を
し
て
い
る

が
、
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対

策
と
し
て
給
食
費
の
完
全
無
償

化
を
求
め
る
。
財
源
は
約
１
０

０
０
万
円
で
実
現
可
能
で
は
な

い
か
。

（
木
村
伸
一
教
育
課

長
）
現
在
の
給
食
費

は
１
食
あ
た
り
小
学
校
が
２
５

０
円
、
中
学
校
は
２
９
０
円
で

あ
る
。
負
担
軽
減
な
ど
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
食

材
の
高
騰
な
ど
も
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
そ
れ
も
含
め
て
検
討

し
た
い
。
た
だ
、
無
償
化
は
も

う
少
し
議
論
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

小
さ
な
村
の
特
性
を
生
か
し

無
償
化
を県

内
を
見
て
も
、
無

償
化
し
て
い
る
自
治

体
は
比
較
的
大
き
く
な
い
自
治

体
が
主
だ
。
人
口
が
少
な
い
と

予
算
も
少
な
く
て
済
む
と
い
う

こ
と
が
理
由
だ
と
考
え
る
。
小

さ
な
村
の
特
性
を
生
か
し
て
学

校
給
食
費
を
無
償
化
で
き
な

い
か
。

他
町
村
の
状
況
を
把
握
し

検
討
し
た
い

（
教
育
課
長
）
県
内

の

給

食

費

の

設

定

は
、
小
学
校
が
平
均
２
７
０

円
、
中
学
校
が
平
均
２
９
０
円

に
な
っ
て
い
る
。
他
町
村
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

除
雪
車
両
車
庫
の
建

設
場
所
が
長
科
地
区

の
土
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
地
元
住
民
か
ら
反
対
の
声

が
聞
か
れ
る
。
建
設
候
補
地
は

隣
接
地
の
所
有
者
や
耕
作
者
の

同
意
を
受
け
て
農
地
改
良
を

行
っ
た
も
の
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
農
業

委
員
会
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
水
田
か
ら
畑
地
へ
変

更
す
る
場
合
は
、
盛
り
土
、
掘

削
を
し
て
も
転
用
の
手
続
は
必

要
な
い
と
の
こ
と
だ
。
ま
た
、

農
地
法
で
は
、
隣
接
す
る
所
有

者
又
は
耕
作
者
の
同
意
を
求
め

て
い
な
い
。

良
質
な
土
壌
で

埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か

田
を
畑
に
す
る
た
め

に
入
れ
る
の
は
、
良

質
な
土
壌
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
建
設
現
場
で
出
た
廃
材
や

残
土
な
ど
を
入
れ
る
の
は
、
田

か
ら
畑
へ
の
転
用
と
し
て
は
認

め
ら
れ
な
い
。
現
在
、
候
補
地

で
あ
る
埋
め
立
て
さ
れ
た
土
地

は
、
良
質
な
土
壌
が
入
っ
て
い

る
か
調
べ
た
の
か
。

把
握
し
て
い
な
い

（
建
設
課
長
）
入
れ

ら
れ
た
土
壌
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。

役
場
は
関
知
し
な
い
の
か

埋
め
立
て
し
た
当
時

の
状
況
を
地
元
の
人

が
見
て
い
て
車
庫
建
設
に
反
対

を
し
て
い
る
。
土
壌
以
外
の
も

の
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
土
地
だ

と
い
う
こ
と
を
役
場
は
関
知
し

な
い
と
言
え
る
の
か
。

問
題
は
な
い
と
理
解
し
た

（
村
長
）
私
は
候
補

地
の
試
掘
の
際
立
ち

会
え
な
か
っ
た
の
で
写
真
で
確

認
し
た
。
田
な
ど
地
盤
の
緩
い

と
こ
ろ
に
は
一
般
的
に
だ
ま
石

な
ど
大
き
い
資
材
を
活
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
が
あ

る
。
も
し
、
産
業
廃
棄
物
を
入

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
の

土
地
全
体
に
廃
棄
物
が
い
っ
ぱ

い
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
は
ず
だ
と
私
は
理
解
し
た
。

所
有
者
と
村
長
の
関
わ
り
は

こ
の
候
補
地
を
村
が

除
雪
車
両
の
車
庫
の

用
地
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
問

題
だ
。
所
有
者
と
村
長
の
関
わ

り
は
何
な
の
か
。

私
が
こ
の
土
地
を
選
定
し
た

わ
け
で
は
な
い

（
村
長
）
私
が
こ
の

土
地
内
の
選
定
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も

担
当
課
と
業
者
が
現
地
を
見

て
、
15
カ
所
の
評
点
を
つ
け
、

こ
こ
が
一
番
い
い
と
い
う
結
果

を
得
た
。
ど
ん
な
場
所
を
選
定

し
て
も
、
反
対
が
出
て
く
る
可

能
性
は
あ
る
。
も
し
、
こ
こ
以

上
に
有
利
な
土
地
を
議
員
か
ら

提
案
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
検
討

し
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
出
て
き

て
も
強
行
す
る
の
は
問
題

８
月
26
日
に
こ
の
候

補
地
内
の
５
カ
所
を

掘
削
し
た
。
明
ら
か
に
ど
こ
か

の
解
体
を
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
１

ｍ
か
ら
50
㎝
四
方
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
が
出
て
き
て

も
、
建
設
を
強
行
す
る
の
は
大

き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

（
工
藤
洋
一
副
村
長
）

全
部
の
穴
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
や
玉
石
が
出
て
き
た

後
継
者
不
足
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
村
の
農

業
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
。
現
在
、
主
な
農
業
経
営
者

の
年
齢
は
60
代
70
代
だ
。
１
９

７
５
年
に
は
６
３
８
戸
あ
っ
た

農
家
が
、
昨
年
に
は
１
３
７
戸

に
ま
で
減
っ
て
い
る
。

　
後
継
者
が
残
れ
る
産
業
に
す

る
た
め
に
、
行
政
は
農
業
へ
の
援

助
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
村
長
は

村
独
自
で
農
業
へ
援
助
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
農
業
関
係

の
交
付
金
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

村
独
自
で
機
械
導
入
と

農
業
資
材
へ
の
助
成
が
で
き
な

い
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
の
産
地
交
付
金

は
７
７
４
６
万
２
８
５
０
円
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
４

５
１
０
万
９
６
６
０
円
で
あ
る
。

直
接
支
払
い
は
で
き
な
い
か

私
は
以
前
に
も
水
田

農
家
に
10
ａ
当
た
り

４
０
０
０
円
の
直
接
支
払
い
を

村
独
自
の
制
度
と
し
て
求
め
て

い
る
。
こ
の
考
え
は
な
い
か
。

検
討
し
た
い

（
産
業
振
興
課
長
）

実
際
そ
れ
が
可
能
な

の
か
、
他
の
産
業
や
住
民
の
こ

と
な
ど
含
め
て
検
討
し
た
い
。

わ
け
で
な
い
。
多
い
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
工
事
現
場
か
ら

持
っ
て
き
て
捨
て
た
と
い
う
認

識
は
、
こ
の
状
況
か
ら
し
て
、

必
ず
し
も
断
定
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
９
月
議
会
の
決

算
委
員
会
で
、
村
長

は
消
防
団
員
の
報
酬
、
出
動
手

当
の
見
直
し
を
し
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
る
、
来
年
度
の
当
初

予
算
で
検
討
し
た
い
と
答
弁
し

て
い
た
が
、
ま
だ
報
酬
引
き
上

げ
の
議
案
が
出
て
こ
な
い
。
計

画
は
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
平
成

27
年
４
月
に
現
在
の

金
額
に
改
定
し
た
。
隣
接
町
村

も
ま
だ
改
定
は
さ
れ
て
い
な

い
。
昨
年
の
決
算
委
員
会
で
報

酬
の
改
定
を
検
討
を
す
る
と
回

答
し
て
い
る
が
、
他
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

財
源
は
な
い
の
か

村
の
団
員
１
人
の
年

間
報
酬
は
１
万
２
０

０
０
円
、
出
動
手
当
が
１
６
０

０
円
。
そ
れ
に
対
し
て
、
外
ヶ

浜
町
で
は
２
万
円
、
出
動
手
当

が
２
５
０
０
円
、
平
内
町
で
は

２
万
１
０
０
０
円
、
出
動
手
当

が
１
５
０
０
円
、
青
森
市
が
２

万
２
１
０
０
円
、
出
動
手
当
が

２
１
７
０
円
、
今
別
町
は
当
村

と
同
じ
金
額
で
あ
る
。
今
別
町

以
外
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ

る
。
ぜ
ひ
、
報
酬
を
引
き
上
げ

て
も
ら
い
た
い
が
、
財
源
は
な

い
の
か
。

そ
れ
な
り
の
金
額
は

支
払
わ
れ
て
い
る

（
総
務
課
長
）
年
間

報
酬
は
８
０
０
０
円

以
上
の
開
き
が
あ
る
が
、
出
動

手
当
で
は
、
そ
れ
な
り
の
費
用

弁
償
・
報
酬
の
金
額
は
支
払
い

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　財
源
的
に
は
、
一
般
財
源
な

の
で
別
に
枠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。

第３回定例会（９月５日）

村
独
自
で
農
家
へ
援
助
の
考
え
は

　（
村
）機
械
と
農
業
資
材
へ
の
助
成
を
検
討
中

消
防
団
員
報
酬
等
の
見
直
し
を

　（
村
）隣
接
町
村
の
動
向
を
見
て
検
討

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

　（
村
）も
う
少
し
議
論
が
必
要

除
雪
車
両
車
庫
の
建
設
候
補
地
は
同
意
を
得
て
農
地
改
良
し
た
の
か

　（
村
）農
地
法
で
は
同
意
を
求
め
て
い
な
い

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 



川﨑憲二の一般質問

中
学
校
通
り
は
、
国

道
２
８
０
号
線
か
ら

Ｊ
Ｒ
踏
切
ま
で
の
間
が
か
な
り

狭
く
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
パ
ス

が
通
っ
て
か
ら
、
こ
の
道
路
の

交
通
量
が
か
な
り
増
え
て
い

る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
も
通
る

と
き
に
は
か
な
り
不
便
で
、
信

号
待
ち
の
車
が
バ
ッ
ク
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
以
前
、
土
地
の

所
有
者
と
も
交
渉
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
と
き
は
価
格

等
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
く
て

買
収
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
し
か
し
、
今
は
建
物
も

な
く
な
り
、
更
地
に
な
っ
て
い

る
。
再
度
交
渉
し
、
あ
の
土
地

を
買
収
し
て
道
路
を
拡
幅
で
き

な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
国
道

２
８
０
号
線
か
ら
西

側
に
45
ｍ
区
間
の
幅
員
が
ほ
か

よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
。

　２
８
０
号
線
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
伴
っ
て
交
通
量
が
増
え
た

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
道
路

の
拡
幅
整
備
に
向
け
努
力
し

た
い
。

（
村
長
）
私
も
就
任

以
来
、
何
と
か
解
消

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　平
成
10
年
前
後
だ
っ
た
よ
う

に
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
頃
、

拡
幅
に
つ
い
て
所
有
者
と
買
収

の
交
渉
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、

価
格
と
何
か
別
な
要
因
が
あ
っ

た
の
か
、
買
収
に
応
じ
な
か
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
現

在
、
地
権
者
は
も
う
相
続
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る

が
、
ま
だ
交
渉
し
な
さ
い
と
い

う
指
示
は
出
し
て
い
な
い
。
や

は
り
過
去
の
経
緯
も
踏
ま
え

て
、
地
権
者
が
村
民
の
不
便
に

ど
う
協
力
し
て
も
ら
え
る
の
か

を
用
地
買
収
の
担
当
者
も
十
分

に
理
解
し
て
進
め
な
い
と
、
再

び
決
裂
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
得
る
。
用
地
買
収
交
渉
に
は

私
自
身
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
こ
２
、
３
年
で
何
と
か

決
着
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
バ
イ

パ
ス
ま
で
も
合
わ
せ
て
拡
幅

で
き
な
い
か

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

道
路
も
か
な
り
狭
い
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
、
回
る

際
に
、
ぎ
り
ぎ
り
で
通
っ
て
い

る
状
態
だ
。
冬
に
な
る
と
、
中

学
生
の
送
迎
で
か
な
り
混
み
合

い
、
渋
滞
も
起
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
上
に
は

蓬
田
紳
装
が
あ
る
。
こ
の
道
路

も
拡
幅
で
き
な
い
か
。

冬
期
間
交
通
に
支
障
が
な
い

よ
う
努
め
た
い
、
拡
幅
も
前

向
き
に
検
討
し
た
い

（
建
設
課
長
）
現
地

を
確
認
し
た
。
白
線

と
白
線
と
の
内
側
の
幅
が
５
ｍ

10
㎝
あ
り
、
普
通
乗
用
車
が
す

れ
違
う
村
道
に
な
っ
て
い
る
。

冬
期
間
、
除
雪
機
械
が
寄
せ
た

雪
に
よ
り
道
幅
が
狭
く
、
す
れ

違
う
の
が
容
易
で
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車

で
た
ま
っ
た
雪
を
飛
ば
し
て
、

交
通
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
村
道
の
拡

幅
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

要

　望

　
国
道
２
８
０
号
線
か
ら
踏
切

ま
で
を
拡
幅
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
中
学
校
通
り
は
交
通
量
が

か
な
り
あ
る
の
で
、
同
じ
道
幅

で
、
総
合
運
動
場
の
上
の
バ
イ

パ
ス
ま
で
早
目
の
拡
幅
を
お
願

い
し
た
い
。

村
の
基
幹
作
物
で
あ

る
水
稲
や
ト
マ
ト
に

つ
い
て
、
現
在
、
村
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
青
森
蓬
田

支
店
が
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト

マ
ト
選
果
場
を
施
設
運
営
し
て

い
る
。
近
年
、
Ｊ
Ａ
の
職
員
が

不
足
し
、
蓬
田
支
店
に
も
地
元

の
人
間
が
少
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
か
な
り
の
人
員
を
必

要
と
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
だ
。
Ｊ
Ａ
の
現
状
は
、
職

員
不
足
等
も
あ
り
、
支
店
の
統

廃
合
も
実
施
す
る
と
い
う
話

が
、
総
代
会
で
も
出
て
い
る
。

現
在
、
村
は
農
業
が
盛
ん
で
、

統
廃
合
等
に
は
蓬
田
支
店
は
該

当
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
ト
マ
ト
も
、
現
在
は
Ｊ

Ａ
青
森
本
店
と
蓬
田
支
店
の
２

カ
所
で
ト
マ
ト
の
選
果
場
を
運

営
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
本

店
の
方
に
統
合
す
る
と
い
う
構

想
を
Ｊ
Ａ
で
は
持
っ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
村
で
施
設
を

持
っ
て
い
て
、
ト
マ
ト
は
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
名
前
も
売
れ
て
い

る
の
が
な
く
な
る
と
い
う
状
況

に
な
る
。

　
他
県
で
は
運
営
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
大
き
い
法
人
に
委
託
し

て
い
る
Ｊ
Ａ
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
米
農

家
、
ト
マ
ト
農
家
の
こ
と
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く

の
か
村
は
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

Ｊ
Ａ
青
森
の
職
員
不

足
や
支
店
の
統
廃
合
の
動
き
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト
マ
ト
の

選
果
施
設
の
運
営
に
は
、
現
在

支
障
は
出
て
い
な
い
が
、
今
後

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が

進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
運
営
に

支
障
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
の

で
、
Ｊ
Ａ
青
森
と
も
連
絡
を
密

に
し
て
協
議
を
続
け
て
い
き
た

い
。

要

　望

　
現
在
、
村
で
は
生
産
か
ら
出

荷
ま
で
全
て
Ｊ
Ａ
が
関
わ
っ
て

い
る
中
で
、
支
払
い
な
ど
も
全

部
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し

て
い
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で

あ
れ
ば
、
村
の
５
０
０
町
歩
ぐ

ら
い
あ
る
水
田
の
中
で
３
０
０

町
歩
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
。

　
ト
マ
ト
も
面
積
は
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
蓬
田
の
ト
マ
ト
は

ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
で
き
れ
ば
ト
マ
ト
施
設
の

拠
点
を
こ
ち
ら
に
持
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
当
然
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
は
関

わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
施
設
を
な
く
さ
ず
、
運

営
が
で
き
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
十
分
に
協
議
を
要
望
す
る
。

※用語解説

・ライスセンター

　…もみの荷受けから

乾燥、もみすり、

選別、出荷を行う

収穫施設

・ＪＡ青森

　…青森農業協同組合

第３回定例会（９月５日）

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト
マ
ト
選
果
場
の
今
後
の
施
設

運
営
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

　（
村
）（

※
）

Ｊ
Ａ
青
森
と
も
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い

中
学
校
通
り
を
拡
幅
で
き
な
い
か

　（
村
）道
路
の
拡
幅
整
備
に
向
け
て
努
力
し
た
い

ライスセンター

国道280号線から中学校通りへのＴ字路（信号機あり）

（※

）

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果
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川﨑憲二の一般質問

中
学
校
通
り
は
、
国

道
２
８
０
号
線
か
ら

Ｊ
Ｒ
踏
切
ま
で
の
間
が
か
な
り

狭
く
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
パ
ス

が
通
っ
て
か
ら
、
こ
の
道
路
の

交
通
量
が
か
な
り
増
え
て
い

る
。
ま
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
も
通
る

と
き
に
は
か
な
り
不
便
で
、
信

号
待
ち
の
車
が
バ
ッ
ク
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
以
前
、
土
地
の

所
有
者
と
も
交
渉
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
と
き
は
価
格

等
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
く
て

買
収
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
し
か
し
、
今
は
建
物
も

な
く
な
り
、
更
地
に
な
っ
て
い

る
。
再
度
交
渉
し
、
あ
の
土
地

を
買
収
し
て
道
路
を
拡
幅
で
き

な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
国
道

２
８
０
号
線
か
ら
西

側
に
45
ｍ
区
間
の
幅
員
が
ほ
か

よ
り
狭
く
な
っ
て
い
る
。

　２
８
０
号
線
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
伴
っ
て
交
通
量
が
増
え
た

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
道
路

の
拡
幅
整
備
に
向
け
努
力
し

た
い
。

（
村
長
）
私
も
就
任

以
来
、
何
と
か
解
消

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　平
成
10
年
前
後
だ
っ
た
よ
う

に
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
頃
、

拡
幅
に
つ
い
て
所
有
者
と
買
収

の
交
渉
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、

価
格
と
何
か
別
な
要
因
が
あ
っ

た
の
か
、
買
収
に
応
じ
な
か
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
現

在
、
地
権
者
は
も
う
相
続
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る

が
、
ま
だ
交
渉
し
な
さ
い
と
い

う
指
示
は
出
し
て
い
な
い
。
や

は
り
過
去
の
経
緯
も
踏
ま
え

て
、
地
権
者
が
村
民
の
不
便
に

ど
う
協
力
し
て
も
ら
え
る
の
か

を
用
地
買
収
の
担
当
者
も
十
分

に
理
解
し
て
進
め
な
い
と
、
再

び
決
裂
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
得
る
。
用
地
買
収
交
渉
に
は

私
自
身
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
こ
２
、
３
年
で
何
と
か

決
着
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
バ
イ

パ
ス
ま
で
も
合
わ
せ
て
拡
幅

で
き
な
い
か

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
の

道
路
も
か
な
り
狭
い
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
っ
て
、
回
る

際
に
、
ぎ
り
ぎ
り
で
通
っ
て
い

る
状
態
だ
。
冬
に
な
る
と
、
中

学
生
の
送
迎
で
か
な
り
混
み
合

い
、
渋
滞
も
起
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
上
に
は

蓬
田
紳
装
が
あ
る
。
こ
の
道
路

も
拡
幅
で
き
な
い
か
。

冬
期
間
交
通
に
支
障
が
な
い

よ
う
努
め
た
い
、
拡
幅
も
前

向
き
に
検
討
し
た
い

（
建
設
課
長
）
現
地

を
確
認
し
た
。
白
線

と
白
線
と
の
内
側
の
幅
が
５
ｍ

10
㎝
あ
り
、
普
通
乗
用
車
が
す

れ
違
う
村
道
に
な
っ
て
い
る
。

冬
期
間
、
除
雪
機
械
が
寄
せ
た

雪
に
よ
り
道
幅
が
狭
く
、
す
れ

違
う
の
が
容
易
で
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車

で
た
ま
っ
た
雪
を
飛
ば
し
て
、

交
通
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
村
道
の
拡

幅
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

要

　望

　
国
道
２
８
０
号
線
か
ら
踏
切

ま
で
を
拡
幅
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
中
学
校
通
り
は
交
通
量
が

か
な
り
あ
る
の
で
、
同
じ
道
幅

で
、
総
合
運
動
場
の
上
の
バ
イ

パ
ス
ま
で
早
目
の
拡
幅
を
お
願

い
し
た
い
。

村
の
基
幹
作
物
で
あ

る
水
稲
や
ト
マ
ト
に

つ
い
て
、
現
在
、
村
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
青
森
蓬
田

支
店
が
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト

マ
ト
選
果
場
を
施
設
運
営
し
て

い
る
。
近
年
、
Ｊ
Ａ
の
職
員
が

不
足
し
、
蓬
田
支
店
に
も
地
元

の
人
間
が
少
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
か
な
り
の
人
員
を
必

要
と
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
だ
。
Ｊ
Ａ
の
現
状
は
、
職

員
不
足
等
も
あ
り
、
支
店
の
統

廃
合
も
実
施
す
る
と
い
う
話

が
、
総
代
会
で
も
出
て
い
る
。

現
在
、
村
は
農
業
が
盛
ん
で
、

統
廃
合
等
に
は
蓬
田
支
店
は
該

当
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
ト
マ
ト
も
、
現
在
は
Ｊ

Ａ
青
森
本
店
と
蓬
田
支
店
の
２

カ
所
で
ト
マ
ト
の
選
果
場
を
運

営
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
本

店
の
方
に
統
合
す
る
と
い
う
構

想
を
Ｊ
Ａ
で
は
持
っ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
村
で
施
設
を

持
っ
て
い
て
、
ト
マ
ト
は
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
名
前
も
売
れ
て
い

る
の
が
な
く
な
る
と
い
う
状
況

に
な
る
。

　
他
県
で
は
運
営
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
大
き
い
法
人
に
委
託
し

て
い
る
Ｊ
Ａ
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
米
農

家
、
ト
マ
ト
農
家
の
こ
と
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く

の
か
村
は
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

Ｊ
Ａ
青
森
の
職
員
不

足
や
支
店
の
統
廃
合
の
動
き
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト
マ
ト
の

選
果
施
設
の
運
営
に
は
、
現
在

支
障
は
出
て
い
な
い
が
、
今
後

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が

進
む
に
つ
れ
て
、
そ
の
運
営
に

支
障
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
の

で
、
Ｊ
Ａ
青
森
と
も
連
絡
を
密

に
し
て
協
議
を
続
け
て
い
き
た

い
。

要

　望

　
現
在
、
村
で
は
生
産
か
ら
出

荷
ま
で
全
て
Ｊ
Ａ
が
関
わ
っ
て

い
る
中
で
、
支
払
い
な
ど
も
全

部
Ｊ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し

て
い
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で

あ
れ
ば
、
村
の
５
０
０
町
歩
ぐ

ら
い
あ
る
水
田
の
中
で
３
０
０

町
歩
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
。

　
ト
マ
ト
も
面
積
は
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
蓬
田
の
ト
マ
ト
は

ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
で
き
れ
ば
ト
マ
ト
施
設
の

拠
点
を
こ
ち
ら
に
持
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
当
然
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
と
は
関

わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
施
設
を
な
く
さ
ず
、
運

営
が
で
き
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
十
分
に
協
議
を
要
望
す
る
。

※用語解説

・ライスセンター

　…もみの荷受けから

乾燥、もみすり、

選別、出荷を行う

収穫施設

・ＪＡ青森

　…青森農業協同組合

第３回定例会（９月５日）

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ト
マ
ト
選
果
場
の
今
後
の
施
設

運
営
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

　（
村
）（

※
）

Ｊ
Ａ
青
森
と
も
協
議
を
続
け
て
い
き
た
い

中
学
校
通
り
を
拡
幅
で
き
な
い
か

　（
村
）道
路
の
拡
幅
整
備
に
向
け
て
努
力
し
た
い

ライスセンター

国道280号線から中学校通りへのＴ字路（信号機あり）

（※

）

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

審
議
結
果

審
議
結
果

 議会だより 議会だより 
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目　次脱穀体験　10月15日
　　小５年生が秋晴れのこの日、９月30日に稲刈

りをした学校田の稲を脱穀しました。

編

　集

　後

　記

　
近
年
、
気
象
の
変
化
に
伴
い

各
地
で
は
台
風
に
よ
り
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
村
で
は
大
き
な
被
害
も
な

く
秋
の
実
り
多
い
収
穫
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
よ
り
消
費
税
10
％

へ
増
税
さ
れ
る
と
と
も
に
軽
減

税
率
が
導
入
さ
れ
、
８
％
と

10
％
の
税
率
の
も
の
が
あ
り
、

消
費
者
に
は
混
乱
を
招
い
て
い

ま
す
。

　
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
各
店

舗
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
費
者
へ
の
５
％
ポ

イ
ン
ト
還
元
、
支
払
方
法
に
よ

り
還
元
率
や
還
元
方
法
が
異
な

る
な
ど
、
消
費
者
に
一
層
の
戸

惑
い
を
感
じ
さ
せ
る
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
一
番

合
っ
た
決
済
方
法
を
見
極
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
広
瀬
の
ひ
げ
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：柿﨑裕二

委　　員：吉田　勉

委　　員：川﨑憲二

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報、広聴広報の誌

面作りを目指し、ご意

見、ご要望をお待ちし

ております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

■ 第３回定例会（平成30年度決算報告）・・P 2

■ 決算特別委員会審議から・・・・・・・P 4

■ 補正予算　９月議会で何が決まったの・・P 5

■ 一目でわかる審議結果 ･・・・・・・・P 6

■ ５議員の一般質問（あなたの声を村政に）・・P 7

■ 追跡あれから・・・・・・・・・・・・P16

　
老
朽
化
に
よ
り
タ
イ
ル
等
が
は
が
れ
落
ち
る
な

ど
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、
村
中
央
公
民
館
の
玄
関

の
外
壁
等
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀◀◀ 傍聴をお待ちしています ▶▶▶

　村政の主役は、村民のみなさんです。議会だよりでは、ス
ペースの都合上、要約してありますので、村の今とこれからを
よく知るには臨場感のある傍聴がイチバン！
　12月定例会は、12／10開会予定です。役場２階でお待ちして
います。

●９月24日（火）
●東京都シェーンバッハ・サボー

■出席　議会広報編集委員会４名
　全国の町村議会議員を対象に開かれ、「読者目線
で親切な広報誌を作るには」「情報をわかりやすく
伝える」と題した研修を受けました。「昨日転入し
てきた人が最後まで読み進められる議会広報を作
る」を目標に誌面作りに努めます。

平成31年度当初予算で可決になりました。

　田
村
中
央
公
民
館

改
修
工
事２

６
８
万
円

追跡 あれから・・・

ト ピ ッ ク ス
日々の議員の活動をご紹介します。

町村議会広報研修会
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